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遙
に
満
洲
な
る
森
鴎
外
氏
に
此
の
書
を
献
ず

大
寺
の
香
の
煙
は
ほ
そ
く
と
も
、
空
に
の
ぼ
り
て

あ
ま
ぐ
も
と
な
る
、
あ
ま
ぐ
も
と
な
る
。

獅
子
舞
歌

　
　
海
潮
音
　
序

　
巻
中
収
む
る
処
の
詩
五
十
七
章
、
詩
家
二
十
九
人
、
伊
太
利
亜
に
三
人
、
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英
吉
利
に
四
人
、
独
逸
に
七
人
、
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
に
一
人
、
而
し
て
仏
蘭
西

に
は
十
四
人
の
多
き
に
達
し
、
曩
の
高
踏
派
と
今
の
象
徴
派
と
に
属
す
る
者

そ
の
大
部
を
占
む
。

　
高
踏
派
の
壮
麗
体
を
訳
す
に
当
り
て
、
多
く
所
謂
七
五
調
を
基
と
し
た
る

詩
形
を
用
ゐ
、
象
徴
派
の
幽
婉
体
を
翻
す
る
に
多
少
の
変
格
を
敢
て
し
た
る

は
、
そ
の
各
の
原
調
に
適
合
せ
し
め
む
が
為
な
り
。

　
詩
に
象
徴
を
用
ゐ
る
こ
と
、
必
ら
ず
し
も
近
代
の
創
意
に
あ
ら
ず
、
こ
れ

或
は
山
岳
と
共
に
旧
き
も
の
な
ら
む
。
然
れ
ど
も
こ
れ
を
作
詩
の
中
心
と
し

本
義
と
し
て
故
ら
に
標
榜
す
る
処
あ
る
は
、
蓋
し
二
十
年
来
の
仏
蘭
西
新
詩

を
以
て
嚆
矢
と
す
。
近
代
の
仏
詩
は
高
踏
派
の
名
篇
に
於
て
発
展
の
極
に
達

し
、
彫
心
鏤
骨
の
技
巧
実
に
燦
爛
の
美
を
恣
に
す
、
今
こ
こ
に
一
転
機
を
生
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ぜ
ず
む
ば
あ
ら
ざ
る
な
り
。
マ
ラ
ル
メ
、
ヴ
ェ
ル
レ
エ
ヌ
の
名
家
こ
れ
に
観

る
処
あ
り
て
、
清
新
の
機
運
を
促
成
し
、
終
に
象
徴
を
唱
へ
、
自
由
詩
形
を

説
け
り
。
訳
者
は
今
の
日
本
詩
壇
に
対
て
、
専
ら
こ
れ
に
則
れ
と
云
ふ
者
に

あ
ら
ず
、
素
性
の
然
ら
し
む
る
処
か
、
訳
者
の
同
情
は
寧
ろ
高
踏
派
の
上
に

在
り
、
は
た
ま
た
ダ
ン
ヌ
ン
チ
オ
、
オ
オ
バ
ネ
ル
の
詩
に
注
げ
り
。
然
れ
ど

も
又
徒
ら
に
晦
渋
と
奇
怪
と
を
以
て
象
徴
派
を
攻
む
る
者
に
同
ぜ
ず
。
幽
婉

奇
聳
の
新
声
、
今
人
胸
奥
の
絃
に
触
る
る
に
あ
ら
ず
や
。
坦
々
た
る
古
道
の

尽
く
る
あ
た
り
、
荊
棘
路
を
塞
ぎ
た
る
原
野
に
対
て
、
こ
れ
が
開
拓
を
勤
む

る
勇
猛
の
徒
を
貶
す
者
は
怯
に
非
ら
ず
む
ば
惰
な
り
。

　
訳
者
嘗
て
十
年
の
昔
、
白
耳
義
文
学
を
紹
介
し
、
稍
後
れ
て
、
仏
蘭
西
詩

壇
の
新
声
、
特
に
ヴ
ェ
ル
レ
エ
ヌ
、
ヴ
ェ
ル
ハ
ア
レ
ン
、
ロ
オ
デ
ン
バ
ッ
ハ
、
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マ
ラ
ル
メ
の
事
を
説
き
し
時
、
如
上
文
人
の
作
な
ほ
未
だ
西
欧
の
評
壇
に
於

て
も
今
日
の
声
誉
を
博
す
る
事
能
は
ざ
り
し
が
、
爾
来
世
運
の
転
移
と
共
に

清
新
の
詩
文
を
解
す
る
者
、
漸
く
数
を
増
し
勢
を
加
へ
、
マ
ア
テ
ル
リ
ン
ク

の
如
き
は
、
全
欧
思
想
界
の
一
方
に
覇
を
称
す
る
に
至
れ
り
。
人
心
観
想
の

黙
移
実
に
驚
く
べ
き
か
な
。
近
体
新
声
の
耳
目
に
嫺
は
ざ
る
を
以
て
、
倉
皇

視
聴
を
掩
は
む
と
す
る
人
々
よ
、
詩
天
の
星
の
宿
は
徙
り
ぬ
、
心
せ
よ
。

　
日
本
詩
壇
に
於
け
る
象
徴
詩
の
伝
来
、
日
な
ほ
浅
く
、
作
未
だ
多
か
ら
ざ

る
に
当
て
、
既
に
早
く
評
壇
の
一
隅
に
囁
々
の
語
を
為
す
者
あ
り
と
聞
く
。

象
徴
派
の
詩
人
を
目
し
て
徒
ら
に
神
経
の
鋭
き
に
傲
る
者
な
り
と
非
議
す
る

評
家
よ
、
卿
等
の
神
経
こ
そ
寧
ろ
過
敏
の
徴
候
を
呈
し
た
ら
ず
や
。
未
だ
新

声
の
美
を
味
ひ
功
を
収
め
ざ
る
に
先
ち
て
、
早
く
そ
の
弊
竇
に
戦
慄
す
る
も
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の
は
誰
ぞ
。

　
欧
洲
の
評
壇
ま
た
今
に
保
守
の
論
を
唱
ふ
る
者
無
き
に
あ
ら
ず
。
仏
蘭
西

の
ブ
リ
ュ
ン
チ
エ
ル
等
の
如
き
こ
れ
な
り
。
訳
者
は
芸
術
に
対
す
る
態
度
と

趣
味
と
に
於
て
、
こ
の
偏
想
家
と
頗
る
説
を
異
に
し
た
れ
ば
、
そ
の
云
ふ
処

に
一
々
首
肯
す
る
能
は
ざ
れ
ど
、
仏
蘭
西
詩
壇
一
部
の
極
端
派
を
制
馭
す
る

消
極
の
評
論
と
し
て
は
、
稍
耳
を
傾
く
可
き
も
の
無
し
と
せ
ざ
る
な
り
。
而

し
て
ヤ
ス
ナ
ヤ
・
ポ
リ
ヤ
ナ
の
老
伯
が
近
代
文
明
呪
詛
の
声
と
し
て
、
そ
の

一
端
を
か
の
「
芸
術
論
」
に
露
し
た
る
に
至
り
て
は
、
全
く
賛
同
の
意
を
呈

す
る
能
は
ざ
る
な
り
。
ト
ル
ス
ト
イ
伯
の
人
格
は
訳
者
の
欽
仰
措
か
ざ
る
者

な
り
と
雖
も
、
そ
の
人
生
観
に
就
て
は
、
根
本
に
於
て
既
に
訳
者
と
見
を
異

に
す
。
抑
も
伯
が
芸
術
論
は
か
の
世
界
観
の
一
片
に
過
ぎ
ず
。
近
代
新
声
の
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評
隲
に
就
て
、
非
常
な
る
見
解
の
相
違
あ
る
素
よ
り
怪
む
可
き
に
あ
ら
ず
。

日
本
の
評
家
等
が
僅
に
「
芸
術
論
」
の
一
部
を
抽
読
し
て
、
象
徴
派
の
貶
斥

に
一
大
声
援
を
得
た
る
如
き
心
地
あ
る
は
、
毫
も
清
新
体
の
詩
人
に
打
撃
を

与
ふ
る
能
は
ざ
る
の
み
か
、
却
て
老
伯
の
議
論
を
誤
解
し
た
る
者
な
り
と
謂

ふ
可
し
。
人
生
観
の
根
本
問
題
に
於
て
、
伯
と
説
を
異
に
し
な
が
ら
、
そ
の

論
理
上
必
須
の
結
果
た
る
芸
術
観
の
み
に
就
て
賛
意
を
表
さ
む
と
試
む
る
も

難
い
か
な
。

　
象
徴
の
用
は
、
こ
れ
が
助
を
藉
り
て
詩
人
の
観
想
に
類
似
し
た
る
一
の
心

状
を
読
者
に
与
ふ
る
に
在
り
て
、
必
ら
ず
し
も
同
一
の
概
念
を
伝
へ
む
と
勉

む
る
に
非
ず
。
さ
れ
ば
静
に
象
徴
詩
を
味
ふ
者
は
、
自
己
の
感
興
に
応
じ
て
、

詩
人
も
未
だ
説
き
及
ぼ
さ
ざ
る
言
語
道
断
の
妙
趣
を
翫
賞
し
得
可
し
。
故
に
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一
篇
の
詩
に
対
す
る
解
釈
は
人
各
或
は
見
を
異
に
す
べ
く
、
要
は
只
類
似
の

心
状
を
喚
起
す
る
に
在
り
と
す
。
例
へ
ば
本
書
一
〇
二
頁
「
鷺
の
歌
」
を
誦

す
る
に
当
て
読
者
は
種
々
の
解
釈
を
試
む
べ
き
自
由
を
有
す
。
こ
の
詩
を
広

く
人
生
に
擬
し
て
解
せ
む
か
、
曰
く
、
凡
俗
の
大
衆
は
眼
低
し
。
法
利
賽
の

徒
と
共
に
虚
偽
の
生
を
営
み
て
、
醜
辱
汚
穢
の
沼
に
網
う
つ
、
名
や
財
や
、

は
た
楽
欲
を
漁
ら
む
と
す
な
り
。
唯
、
縹
緲
た
る
理
想
の
白
鷺
は
羽
風
徐
に

羽
撃
き
て
、
久
方
の
天
に
飛
び
、
影
は
落
ち
て
、
骨
蓬
の
白
く
清
ら
に
も
漂

ふ
水
の
面
に
映
り
ぬ
。
こ
れ
を
捉
へ
む
と
し
て
え
せ
ず
、
こ
の
世
の
も
の
な

ら
ざ
れ
ば
な
り
と
。
さ
れ
ど
こ
れ
只
一
の
解
釈
た
る
に
過
ぎ
ず
、
或
は
意
を

狭
く
し
て
詩
に
一
身
の
運
を
寄
す
る
も
可
な
ら
む
。
肉
体
の
欲
に
※
き
て
、

と
こ
し
へ
に
精
神
の
愛
に
飢
ゑ
た
る
放
縦
生
活
の
悲
愁
こ
こ
に
湛
へ
ら
れ
、
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或
は
空
想
の
泡
沫
に
帰
す
る
を
哀
み
て
、
真
理
の
捉
へ
難
き
に
憧
が
る
る
哲

人
の
愁
思
も
ほ
の
め
か
さ
る
。
而
し
て
こ
の
詩
の
喚
起
す
る
心
状
に
至
り
て

は
皆
相
似
た
り
。
一
二
五
頁
「
花
冠
」
は
詩
人
が
黄
昏
の
途
上
に
佇
み
て
、

「
活
動
」
、
「
楽
欲
」
、
「
驕
慢
」
の
邦
に
漂
遊
し
て
、
今
や
帰
り
来
れ
る

幾
多
の
「
想
」
と
相
語
る
に
擬
し
た
り
。
彼
等
黙
然
と
し
て
頭
俛
れ
、
齎
ら

す
処
只
幻
惑
の
悲
音
の
み
。
孤
り
こ
れ
等
の
姉
妹
と
道
を
異
に
し
た
る
か
、

終
に
帰
り
来
ら
ざ
る
「
理
想
」
は
法
苑
林
の
樹
間
に
「
愛
」
と
相
睦
み
語
ら

ふ
な
ら
む
と
い
ふ
に
在
り
て
、
冷
艶
素
香
の
美
、
今
の
仏
詩
壇
に
冠
た
る
詩

な
り
。

　
訳
述
の
法
に
就
て
は
訳
者
自
ら
語
る
を
好
ま
ず
。
只
訳
詩
の
覚
悟
に
関
し

て
、
ロ
セ
ッ
テ
ィ
が
伊
太
利
古
詩
翻
訳
の
序
に
述
べ
た
る
と
同
一
の
見
を
持
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し
た
り
と
告
白
す
。
異
邦
の
詩
文
の
美
を
移
植
せ
む
と
す
る
者
は
、
既
に
成

語
に
富
み
た
る
自
国
詩
文
の
技
巧
の
為
め
、
清
新
の
趣
味
を
犠
牲
に
す
る
事

あ
る
べ
か
ら
ず
。
し
か
も
彼
所
謂
逐
語
訳
は
必
ら
ず
し
も
忠
実
訳
に
あ
ら
ず
。

さ
れ
ば
「
東
行
西
行
雲
眇
眇
。
二
月
三
月
日
遅
遅
」
を
「
と
ざ
ま
に
ゆ
き
、

か
う
ざ
ま
に
、
く
も
は
る
ば
る
。
き
さ
ら
ぎ
、
や
よ
ひ
、
ひ
う
ら
う
ら
」
と

訓
み
給
ひ
け
む
神
託
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
大
江
朝
綱
が
二
条
の
家
に
物
張

の
尼
が
「
月
に
よ
つ
て
長
安
百
尺
の
楼
に
上
る
」
と
詠
じ
た
る
例
に
従
ひ
た

る
処
多
し
。

　
　
明
治
三
十
八
年
初
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
田
敏
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目
次

燕
の
歌
　
　
　
　
　
ガ
ブ
リ
エ
レ
・
ダ
ン
ヌ
ン
チ
オ

声
曲
　
　
　
　
　
　
同

真
昼
　
　
　
　
　
　
ル
コ
ン
ト
・
ド
ゥ
・
リ
イ
ル

大
饑
餓
　
　
　
　
　
同

象
　
　
　
　
　
　
　
同

珊
瑚
礁
　
　
　
　
　
ホ
セ
・
マ
リ
ヤ
・
デ
・
エ
レ
デ
ィ
ヤ

床
　
　
　
　
　
　
　
同

12海潮音



出
征
　
　
　
　
　
　
同

夢
　
　
　
　
　
　
　
シ
ュ
リ
・
プ
リ
ュ
ド
ン

信
天
翁
　
　
　
　
　
シ
ャ
ル
ル
・
ボ
ド
レ
エ
ル

薄
暮
の
曲
　
　
　
　
同

破
鐘
　
　
　
　
　
　
同

人
と
海
　
　
　
　
　
同

梟
　
　
　
　
　
　
　
同

譬
喩
　
　
　
　
　
　
ポ
オ
ル
・
ヴ
ェ
ル
レ
エ
ヌ

よ
く
み
る
ゆ
め
　
　
同

落
葉
　
　
　
　
　
　
同

良
心
　
　
　
　
　
　
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ウ
ゴ
オ
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礼
拝
　
　
　
　
　
　
フ
ラ
ン
ソ
ア
・
コ
ペ
エ

わ
す
れ
な
ぐ
さ
　
　
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ア
レ
ン
ト

山
の
あ
な
た
　
　
　
カ
ア
ル
・
ブ
ッ
セ

春
　
　
　
　
　
　
　
パ
ウ
ル
・
バ
ル
シ
ュ

秋
　
　
　
　
　
　
　
オ
イ
ゲ
ン
・
ク
ロ
ア
サ
ン

わ
か
れ
　
　
　
　
　
ヘ
リ
ベ
ル
タ
・
フ
ォ
ン
・
ポ
シ
ン
ゲ
ル

水
無
月
　
　
　
　
　
テ
オ
ド
ル
・
ス
ト
ル
ム

花
の
を
と
め
　
　
　
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ハ
イ
ネ

瞻
望
　
　
　
　
　
　
ロ
バ
ア
ト
・
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ

出
現
　
　
　
　
　
　
同

岩
陰
に
　
　
　
　
　
同
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春
の
朝
　
　
　
　
　
同

至
上
善
　
　
　
　
　
同

花
く
ら
べ
　
　
　
　
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ヤ

花
の
教
　
　
　
　
　
ク
リ
ス
テ
ィ
ナ
・
ロ
セ
ッ
テ
ィ

小
曲
　
　
　
　
　
　
ダ
ン
テ
・
ゲ
ブ
リ
エ
ル
・
ロ
セ
ッ
テ
ィ

恋
の
玉
座
　
　
　
　
同

春
の
貢
　
　
　
　
　
同

心
も
空
に
　
　
　
　
ダ
ン
テ
・
ア
リ
ギ
エ
リ

鷺
の
歌
　
　
　
　
　
エ
ミ
イ
ル
・
ヴ
ェ
ル
ハ
ア
レ
ン

法
の
夕
　
　
　
　
　
同

水
か
ひ
ば
　
　
　
　
同
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畏
怖
　
　
　
　
　
　
同

火
宅
　
　
　
　
　
　
同

時
鐘
　
　
　
　
　
　
同

黄
昏
　
　
　
　
　
　
ジ
ォ
ル
ジ
ュ
・
ロ
オ
デ
ン
バ
ッ
ハ

銘
文
　
　
　
　
　
　
ア
ン
リ
・
ド
ゥ
・
レ
ニ
エ

愛
の
教
　
　
　
　
　
同

花
冠
　
　
　
　
　
　
同

延
び
あ
く
び
せ
よ
　
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ヴ
ィ
エ
レ
・
グ
リ
フ
ィ
ン

伴
奏
　
　
　
　
　
　
ア
ル
ベ
エ
ル
・
サ
マ
ン

賦
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ァ
ン
・
モ
レ
ア
ス

嗟
嘆
　
　
　
　
　
　
ス
テ
フ
ァ
ン
ヌ
・
マ
ラ
ル
メ
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白
楊
　
　
　
　
　
　
テ
オ
ド
ル
・
オ
オ
バ
ネ
ル

故
国
　
　
　
　
　
　
同

海
の
あ
な
た
の
　
　
同

解
悟
　
　
　
　
　
　
ア
ル
ト
ゥ
ロ
・
グ
ラ
ア
フ

篠
懸
　
　
　
　
　
　
ガ
ブ
リ
エ
レ
・
ダ
ン
ヌ
ン
チ
オ

海
光
　
　
　
　
　
　
同

　
海
潮
音
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燕
の
歌
　
　
　
　
　
ガ
ブ
リ
エ
レ
・
ダ
ン
ヌ
ン
チ
オ

弥
生
つ
い
た
ち
、
は
つ
燕
、

海
の
あ
な
た
の
静
け
き
国
の

便
も
て
き
ぬ
、
う
れ
し
き
文
を
。

春
の
は
つ
花
、
に
ほ
ひ
を
尋
む
る
。

あ
ゝ
、
よ
ろ
こ
び
の
つ
ば
く
ら
め
。

黒
と
白
と
の
染
分
縞
は

春
の
心
の
舞
姿
。

弥
生
来
に
け
り
、
如
月
は
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風
も
ろ
と
も
に
、
け
ふ
去
り
ぬ
。

栗
鼠
の
毛
衣
脱
ぎ
す
て
て
、

綾
子
羽
ぶ
た
へ
今
様
に
、

春
の
川
瀬
を
か
ち
わ
た
り
、

し
な
だ
る
ゝ
枝
の
森
わ
け
て
、

舞
ひ
つ
、
歌
ひ
つ
、
足
速
の

恋
慕
の
人
ぞ
む
れ
遊
ぶ
。

岡
に
摘
む
花
、
菫
ぐ
さ
、

草
は
香
り
ぬ
、
君
ゆ
ゑ
に
、

素
足
の
「
春
」
の
君
ゆ
ゑ
に
。
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け
ふ
は
野
山
も
新
妻
の
姿
に
通
ひ
、

わ
だ
つ
み
の
波
は
輝
く
阿
古
屋
珠
。

あ
れ
、
藪
陰
の
黒
鶫
、

あ
れ
、
な
か
空
に
揚
雲
雀
。

つ
れ
な
き
風
は
吹
き
す
ぎ
て
、

旧
巣
啣
へ
て
飛
び
去
り
ぬ
。

あ
ゝ
、
南
国
の
ぬ
れ
つ
ば
め
、

尾
羽
は
矢
羽
根
よ
、
鳴
く
音
は
弦
を

「
春
」
の
ひ
く
お
と
「
春
」
の
手
の
。

あ
ゝ
、
よ
ろ
こ
び
の
美
鳥
よ
、
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黒
と
白
と
の
水
干
に
、

舞
の
足
ど
り
教
へ
よ
と
、

し
ば
し
招
が
む
、
つ
ば
く
ら
め
。

た
ぐ
ひ
も
あ
ら
ぬ
麗
人
の

イ
ソ
ル
ダ
姫
の
物
語
、

飾
り
画
け
る
こ
の
殿
に

し
ば
し
は
あ
れ
よ
、
つ
ば
く
ら
め
。

か
づ
け
の
花
環
こ
ゝ
に
あ
り
、

ひ
と
や
に
は
あ
ら
ぬ
花
籠
を

給
ふ
あ
え
か
の
姫
君
は
、

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
の
前
な
ら
で
、
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ま
こ
と
は
「
春
」
の
め
が
み
大
神
。

　
声
曲
　
　
　
　
　
　
ガ
ブ
リ
エ
レ
・
ダ
ン
ヌ
ン
チ
オ

わ
れ
は
き
く
、
よ
も
す
が
ら
、
わ
が
胸
の
上
に
、
君
眠
る
時
、

吾
は
聴
く
、
夜
の
静
寂
に
、
滴
の
落
つ
る
を
将
、
落
つ
る
を
。

常
に
か
つ
近
み
、
か
つ
遠
み
、
絶
間
な
く
落
つ
る
を
き
く
、

夜
も
す
が
ら
、
君
眠
る
時
、
君
眠
る
時
、
わ
れ
ひ
と
り
し
て
。
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真
昼
　
　
　
　
　
　
ル
コ
ン
ト
・
ド
ゥ
・
リ
イ
ル

「
夏
」
の
帝
の
「
真
昼
時
」
は
、
大
野
が
原
に
広
ご
り
て
、

白
銀
色
の
布
引
に
、
青
天
く
だ
し
天
降
し
ぬ
。

寂
た
る
よ
も
の
光
景
か
な
。
耀
く
虚
空
、
風
絶
え
て
、

炎
の
こ
ろ
も
、
纏
ひ
た
る
地
の
熟
睡
の
静
心
。

眼
路
眇
茫
と
し
て
極
無
く
、
樹
蔭
も
見
え
ぬ
大
野
ら
や
、

牧
の
畜
の
水
か
ひ
場
、
泉
は
涸
れ
て
音
も
無
し
。

野
末
遙
け
き
森
陰
は
、
裾
の
界
の
線
黒
み
、

不
動
の
姿
夢
重
く
、
寂
寞
と
し
て
眠
り
た
り
。
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唯
熟
し
た
る
麦
の
田
は
黄
金
海
と
連
な
り
て
、

か
ぎ
り
も
波
の
揺
蕩
に
、
眠
る
も
鈍
と
嘲
み
が
ほ
、

聖
な
る
地
の
安
ら
け
き
児
等
の
姿
を
見
よ
や
と
て
、

畏
れ
憚
る
け
し
き
無
く
、
日
の
觴
を
嚥
み
干
し
ぬ
。

ま
た
、
邂
逅
に
吐
息
な
す
心
の
熱
の
穂
に
出
で
ゝ
、

囁
声
の
そ
こ
は
か
と
、
鬚
長
頴
の
胸
の
う
へ
、

覚
め
た
る
波
の
揺
動
や
、
う
ね
り
も
貴
に
お
ほ
ど
か
に

起
き
て
ま
た
伏
す
行
末
は
沙
た
ち
迷
ふ
雲
の
は
て
。
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程
遠
か
ら
ぬ
青
草
の
牧
に
伏
し
た
る
白
牛
が
、

肉
置
厚
き
喉
袋
、
涎
に
濡
ら
す
慵
げ
さ
、

妙
に
気
高
き
眼
差
も
、
世
の
煩
累
に
倦
み
し
ご
と
、

終
に
見
果
て
ぬ
内
心
の
夢
の
衢
に
迷
ふ
ら
む
。

人
よ
、
爾
の
心
中
を
、
喜
怒
哀
楽
に
乱
さ
れ
て
、

光
明
道
の
此
原
の
真
昼
を
孤
り
過
ぎ
ゆ
か
ば
、

※
が
れ
よ
、
こ
ゝ
に
万
物
は
、
凡
べ
て
虚
ぞ
、
日
は
燬
か
む
。

も
の
み
な
、
こ
ゝ
に
命
無
く
、
悦
も
無
し
、
は
た
憂
無
し
。

さ
れ
ど
涙
や
笑
声
の
惑
を
脱
し
、
万
象
の

25



流
転
の
相
を
忘
ぜ
む
と
、
心
の
渇
い
と
切
に
、

現
身
の
世
を
赦
し
え
ず
、
は
た
咀
ひ
え
ぬ
観
念
の

眼
放
ち
て
、
幽
遠
の
大
歓
楽
を
念
じ
な
ば
、

来
れ
、
此
地
の
天
日
に
こ
よ
な
き
法
の
言
葉
あ
り
、

親
み
難
き
炎
上
の
無
間
に
沈
め
、
な
が
思
、

か
く
て
の
後
は
、
濁
世
の
都
を
さ
し
て
行
く
も
よ
し
、

物
の
七
た
び
涅
槃
に
浸
り
て
澄
み
し
心
も
て
。

　
大
饑
餓
　
　
　
　
　
ル
コ
ン
ト
・
ド
ゥ
・
リ
イ
ル
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夢
円
な
る
滄
溟
、
濤
の
巻
曲
の
揺
蕩
に

夜
天
の
星
の
影
見
え
て
、
小
島
の
群
と
輝
き
ぬ
。

紫
摩
黄
金
の
良
夜
は
、
寂
寞
と
し
て
ま
た
幽
に

奇
し
き
畏
の
満
ち
わ
た
る
海
と
空
と
の
原
の
上
。

無
辺
の
天
や
無
量
海
、
底
ひ
も
知
ら
ぬ
深
淵
は

憂
愁
の
国
、
寂
光
土
、
ま
た
譬
ふ
べ
し
、
※
耀
郷
。

墳
塋
に
し
て
、
は
た
伽
藍
、
赫
灼
と
し
て
幽
遠
の

大
荒
原
の
縦
横
を
、
あ
ら
、
万
眼
の
魚
鱗
や
。
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青
空
か
く
も
荘
厳
に
、
大
水
更
に
神
寂
び
て

大
光
明
の
遍
照
に
、
宏
大
無
辺
界
中
に
、

う
つ
ら
う
つ
ら
の
夢
枕
、
煩
悩
界
の
諸
苦
患
も
、

こ
ゝ
に
通
は
ぬ
そ
の
夢
の
限
も
知
ら
ず
大
い
な
る
。

か
ゝ
り
し
程
に
、
粗
膚
の
蓬
起
皮
の
し
な
や
か
に

飢
に
や
狂
ふ
、
お
ど
ろ
し
き
深
海
底
の
わ
た
り
魚
、

あ
ふ
さ
き
る
さ
の
徘
徊
に
、
身
の
鬱
憂
を
紛
れ
む
と
、

南
蛮
鉄
の
腮
を
ぞ
、
く
わ
つ
と
ば
か
り
に
開
い
た
る
。

素
よ
り
無
辺
天
空
を
仰
ぐ
に
は
あ
ら
ぬ
魚
の
身
の
、
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参
の
宿
、
み
つ
星
や
、
三
角
星
や
天
蝎
宮
、

無
限
に
曳
け
る
光
芒
の
ゆ
く
て
に
思
馳
す
る
な
く
、

北
斗
星
前
、
横
は
る
大
熊
星
も
な
に
か
あ
ら
む
。

唯
、
ひ
と
す
ぢ
に
、
生
肉
を
噛
ま
む
、
砕
か
む
、
割
か
ば
や
と
、

常
の
心
は
、
朱
に
染
み
、
血
の
気
に
欲
を
湛
へ
つ
ゝ
、

影
暗
う
し
て
水
重
き
潮
の
底
の
荒
原
を
、

曇
れ
る
眼
、
き
ら
め
か
し
、
悽
惨
と
し
て
遅
々
た
り
や
。

こ
ゝ
虚
な
る
無
声
境
、
浮
べ
る
物
や
、
泳
ぐ
も
の
、

生
き
た
る
物
も
、
死
し
た
る
も
、
此
空
漠
の
荒
野
に
は
、

29



音
信
も
無
し
、
影
も
無
し
。
た
ゞ
水
先
の
小
判
鮫
、

真
黒
の
鰭
の
ひ
た
う
へ
に
、
沈
々
と
し
て
眠
る
の
み
。

行
き
ね
妖
怪
、
な
れ
が
身
も
人
間
道
に
異
な
ら
ず
、

醜
悪
、
獰
猛
、
暴
戻
の
た
え
て
異
な
る
ふ
し
も
無
し
。

心
安
か
れ
、
鱶
ざ
め
よ
、
明
日
や
食
ら
は
む
人
間
を
、

又
さ
は
い
へ
ど
、
汝
が
身
も
、
明
日
や
食
は
れ
む
、
人
間
に
。

聖
な
る
飢
は
正
法
の
永
く
つ
ゞ
け
る
殺
生
業
、

か
げ
深
海
も
光
明
の
天
つ
み
そ
ら
も
け
ぢ
め
な
し
。

そ
れ
人
間
も
、
鱶
鮫
も
、
残
害
の
徒
も
、
餌
食
等
も
、
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見
よ
、
死
の
神
の
前
に
し
て
、
二
つ
な
が
ら
に
罪
ぞ
無
き
。

　
象
　
　
　
　
　
　
　
ル
コ
ン
ト
・
ド
ゥ
・
リ
イ
ル

沙
漠
は
丹
の
色
に
し
て
、
波
漫
々
た
る
わ
だ
つ
み
の

音
し
づ
ま
り
て
、
日
に
燬
け
て
、
熟
睡
の
床
に
伏
す
如
く
、

不
動
の
う
ね
り
、
大
ら
か
に
、
ゆ
く
ら
ゆ
く
ら
に
伝
ら
む
、

人
住
む
あ
た
り
銅
の
雲
、
た
ち
籠
む
る
眼
路
の
す
ゑ
。

命
も
音
も
絶
え
て
無
し
。
餌
に
飽
き
た
る
唐
獅
子
も
、
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百
里
の
遠
き
洞
窟
の
奥
に
や
今
は
眠
る
ら
む
。

ま
た
岩
清
水
迸
る
長
沙
の
央
、
青
葉
か
げ
、

豹
も
来
て
飲
む
椰
子
森
は
、
麒
麟
が
常
の
水
か
ひ
場
。

大
日
輪
の
走
せ
廻
る
気
重
き
虚
空
鞭
う
つ
て
、

羽
掻
の
音
の
声
高
き
一
鳥
遂
に
飛
び
も
来
ず
、

た
ま
た
ま
見
た
り
、
蟒
蛇
の
夢
も
熱
き
か
円
寝
し
て
、

と
ぐ
ろ
の
綱
を
動
せ
ば
、
鱗
の
光
ま
ば
ゆ
き
を
。

一
天
霽
れ
て
、
そ
が
下
に
、
か
ゝ
る
炎
の
野
は
あ
れ
ど
、

物
鬱
と
し
て
、
寂
寥
の
き
は
み
を
尽
す
を
り
し
も
あ
れ
、
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皺
だ
む
象
の
一
群
よ
、
太
し
き
脚
の
練
歩
に
、

う
ま
れ
の
里
の
野
を
捨
て
ゝ
、
大
沙
原
を
横
に
行
く
。

地
平
の
あ
た
り
、
一
団
の
褐
色
な
し
て
、
列
な
め
て
、

み
れ
ば
砂
塵
を
蹴
立
て
つ
ゝ
、
路
無
き
原
を
直
道
に
、

ゆ
く
て
の
さ
き
の
障
碍
を
、
も
ど
か
し
と
て
や
、
力
足
、

蹈
鞴
し
こ
ふ
む
勢
に
、
遠
の
砂
山
崩
れ
た
り
。

導
に
た
て
る
年
嵩
の
て
だ
れ
の
象
の
全
身
は

「
時
」
が
噛
み
て
し
、
刻
み
て
し
老
樹
の
幹
の
ご
と
、
ひ
わ
れ

巨
巌
の
如
き
大
頭
、
脊
骨
の
弓
の
太
し
き
も
、
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何
の
苦
も
無
く
自
づ
か
ら
、
滑
ら
か
に
こ
そ
動
く
な
れ
。

歩
遅
む
る
こ
と
も
な
く
、
急
ぎ
も
せ
ず
に
、
悠
然
と
、

塵
に
ま
み
れ
し
群
象
を
め
あ
て
の
国
に
導
け
ば
、

沙
の
畦
く
ろ
、
穴
に
穿
ち
、
続
い
て
歩
む
と
も
が
ら
は
、

雲
突
く
修
験
山
伏
か
、
先
達
の
蹤
蹈
で
ゆ
く
。

耳
は
扇
と
か
ざ
し
た
り
、
鼻
は
象
牙
に
介
み
た
り
、

半
眼
に
し
て
辿
り
ゆ
く
そ
の
胴
腹
の
波
だ
ち
に
、

息
の
ほ
て
り
や
、
汗
の
ほ
け
、
烟
と
な
つ
て
散
乱
し
、

幾
千
万
の
昆
虫
が
、
う
な
り
て
集
ふ
餌
食
か
な
。
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饑
渇
の
攻
や
、
貪
婪
の
羽
虫
の
群
も
な
に
か
あ
ら
む
、

黒
皺
皮
の
満
身
の
膚
を
こ
が
す
炎
暑
を
や
。

か
の
故
里
を
か
し
ま
だ
ち
、
ひ
と
へ
に
夢
む
、
道
遠
き

眼
路
の
あ
な
た
に
生
ひ
茂
げ
る
無
花
果
の
森
、
象
の
邦
。

ま
た
忍
ぶ
か
な
、
高
山
の
奥
よ
り
落
つ
る
長
水
に

巨
大
の
河
馬
の
嘯
き
て
、
波
濤
た
ぎ
つ
る
河
の
瀬
を
、

あ
る
は
月
夜
の
清
光
に
白
み
し
か
ら
だ
、
う
ち
の
ば
し
、

水
か
ふ
岸
の
葦
蘆
を
蹈
み
砕
き
て
や
、
降
り
た
つ
を
。
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か
ゝ
る
勇
猛
沈
勇
の
心
を
き
め
て
、
さ
す
か
た
や
、

涯
も
知
ら
ぬ
遠
の
す
ゑ
、
黒
線
と
ほ
く
か
す
れ
ゆ
け
ば
、

大
沙
原
は
今
さ
ら
に
不
動
の
け
は
ひ
、
神
寂
び
ぬ
。

身
動
迂
き
旅
人
の
雲
の
は
た
て
に
消
ゆ
る
時
。

ル
コ
ン
ト
・
ド
ゥ
・
リ
イ
ル
の
出
づ
る
や
、
哲
学
に
基
け
る
厭
世
観
は
仏
蘭

西
の
詩
文
に
致
死
の
棺
衣
を
投
げ
た
り
。
前
人
の
詩
、
多
く
は
一
時
の
感
慨

を
洩
し
、
単
純
な
る
悲
哀
の
想
を
鼓
吹
す
る
に
止
り
し
か
ど
、
こ
の
詩
人
に

至
り
、
始
め
て
、
悲
哀
は
一
種
の
系
統
を
樹
て
、
芸
術
の
荘
厳
を
帯
ぶ
。
評

家
久
し
く
彼
を
目
す
る
に
高
踏
派
の
盟
主
を
以
て
す
。
即
ち
格
調
定
か
な
ら

ぬ
ド
ゥ
・
ミ
ュ
ッ
セ
エ
、
ラ
マ
ル
テ
ィ
イ
ヌ
の
後
に
出
で
、
始
て
詩
神
の
雲
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髪
を
捉
み
て
、
こ
れ
に
峻
厳
な
る
詩
法
の
金
櫛
を
加
へ
た
る
が
故
也
。
彼
常

に
「
不
感
無
覚
」
を
以
て
称
せ
ら
る
。
世
人
輙
も
す
れ
ば
、
こ
の
語
を
誤
解

し
て
曰
く
、
高
踏
一
派
の
徒
、
甘
じ
て
感
情
を
犠
牲
と
す
。
こ
れ
既
に
芸
術

の
第
一
義
を
没
却
し
た
る
も
の
な
り
。
或
は
恐
る
、
終
に
述
作
無
き
に
至
ら

む
を
と
。
あ
ら
ず
、
あ
ら
ず
、
こ
の
暫
々
濫
用
せ
ら
る
る
「
不
感
無
覚
」
の

語
義
を
芸
文
の
上
よ
り
解
す
る
時
は
、
単
に
近
世
派
の
態
度
を
示
し
た
る
に

過
ぎ
ざ
る
な
り
。
常
に
宇
宙
の
深
遠
な
る
悲
愁
、
神
秘
な
る
歓
楽
を
覚
ゆ
る

も
の
か
ら
、
当
代
の
愚
か
し
き
歌
物
語
が
、
野
卑
陳
套
の
曲
を
反
復
し
て
、

譬
へ
ば
情
痴
の
涙
に
重
き
百
葉
の
軽
舟
、
今
、
芸
苑
の
河
流
を
閉
塞
す
る
を

敬
せ
ざ
る
の
み
。
尋
常
世
態
の
瑣
事
、
奚
ぞ
よ
く
高
踏
派
の
詩
人
を
動
さ
む
。

さ
れ
ど
こ
れ
を
倫
理
の
方
面
よ
り
観
む
か
、
人
生
に
対
す
る
こ
の
派
の
態
度
、
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こ
れ
よ
り
学
ば
む
と
す
る
教
訓
は
こ
の
一
言
に
現
は
る
。
曰
く
哀
楽
は
感
ず

可
く
、
歌
ふ
可
し
、
然
も
人
は
斯
多
阿
学
徒
の
心
を
以
て
忍
ば
ざ
る
可
か
ら

ず
と
。
か
の
額
付
、
物
思
は
し
げ
に
、
長
髪
わ
ざ
と
ら
し
き
詩
人
等
も
こ
の

語
に
は
辟
易
せ
し
も
多
か
り
。
さ
れ
ば
こ
の
人
は
芸
文
に
劃
然
た
る
一
新
機

軸
を
出
し
し
者
に
し
て
同
代
の
何
人
よ
り
も
、
そ
の
詩
、
哲
理
に
富
み
、
譬

喩
の
趣
を
加
ふ
。
「
カ
イ
ン
」
「
サ
タ
ン
」
の
詩
二
つ
な
が
ら
人
界
の
災
殃

を
賦
し
、
「
イ
パ
テ
ィ
イ
」
は
古
代
衰
亡
の
頽
唐
美
、
「
シ
リ
ル
」
は
新
し

き
信
仰
を
歌
へ
り
。
ユ
ウ
ゴ
オ
が
壮
大
な
る
史
景
を
咏
じ
て
、
台
閣
の
風
あ

る
雄
健
の
筆
を
振
ひ
、
史
乗
逸
話
の
上
に
叙
情
詩
め
い
た
る
豊
麗
を
与
へ
た

る
と
並
び
て
、
ル
コ
ン
ト
・
ド
ゥ
・
リ
イ
ル
は
、
伝
説
に
、
史
蹟
に
、
内
部

の
精
神
を
求
め
ぬ
。
か
の
伝
奇
の
老
大
家
は
歴
史
の
上
に
燦
爛
た
る
紫
雲
を
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曳
き
、
こ
の
憂
愁
の
達
人
は
そ
の
実
体
を
闡
明
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
＊

読
者
の
眼
頭
に
彷
彿
と
し
て
展
開
す
る
も
の
は
、
豪
壮
悲
惨
な
る
北
欧
思
想
、

明
暢
清
朗
な
る
希
臘
田
野
の
夢
、
ま
た
は
銀
光
の
朧
々
た
る
こ
と
、
そ
の
聖

十
字
架
を
思
は
し
む
る
基
督
教
法
の
冥
想
、
特
に
印
度
大
幻
夢
涅
槃
の
妙
説

な
り
け
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
＊

黒
檀
の
森
茂
げ
き
こ
の
世
の
涯
の
老
国
よ
り
来
て
、
彼
は
長
久
の
座
を
吾
等

の
傍
に
占
め
つ
、
教
へ
て
曰
く
『
寂
滅
為
楽
』
。

　
　
　
　
　
　
　
　
＊

幾
度
と
無
く
繰
返
し
た
る
大
智
識
の
教
話
に
よ
り
て
、
悲
哀
は
分
類
結
晶
し
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て
、
頗
る
静
寧
の
姿
を
得
た
る
も
、
な
ほ
、
を
り
ふ
し
は
憤
怒
の
激
発
に
迅

雷
の
轟
然
た
る
を
聞
く
。
こ
こ
に
於
て
か
電
火
ひ
ら
め
き
、
万
雷
は
た
め
き
、

人
類
に
対
す
る
痛
罵
、
宛
も
薬
綫
の
爆
発
す
る
如
く
、
所
謂
「
不
感
無
覚
」

の
墻
壁
を
破
り
了
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
＊

自
家
の
理
論
を
詩
文
に
発
表
し
て
、
シ
ォ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
の
弁
証
し
た
る
仏

法
の
教
理
を
開
陳
し
た
る
は
、
こ
の
詩
人
の
特
色
な
ら
む
。
儕
輩
の
詩
人
皆

多
少
憂
愁
の
思
想
を
具
へ
た
れ
ど
、
厭
世
観
の
理
義
彼
に
於
け
る
如
く
整
然

た
る
は
罕
な
り
。
衆
人
徒
ら
に
虚
無
を
讃
す
。
彼
は
明
か
に
そ
の
事
実
な
る

を
示
せ
り
。
そ
の
詩
は
智
の
詩
な
り
。
然
も
詩
趣
饒
か
に
し
て
、
坐
ろ
に
ペ

ラ
ス
ゴ
イ
、
キ
ュ
ク
ロ
プ
ス
の
城
址
を
忍
ば
し
む
る
堅
牢
の
石
壁
は
、
か
の
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繊
弱
の
律
に
歌
は
れ
、
往
々
俗
謡
に
傾
け
る
当
代
伝
奇
の
宮
殿
を
摧
か
む
と

す
な
り
。

エ
ミ
イ
ル
・
ヴ
ェ
ル
ハ
ア
レ
ン

　
珊
瑚
礁
　
　
　
　
ホ
セ
・
マ
リ
ヤ
・
デ
・
エ
レ
デ
ィ
ヤ

波
の
底
に
も
照
る
日
影
、
神
寂
び
に
た
る
曙
の

照
し
の
光
、
亜
比
西
尼
亜
、
珊
瑚
の
森
に
ほ
の
紅
く
、

ぬ
れ
に
ぞ
ぬ
れ
し
深
海
の
谷
隈
の
奥
に
透
入
れ
ば
、

輝
き
に
ほ
ふ
虫
の
か
ら
、
命
に
み
つ
る
珠
の
華
。
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沃
度
に
、
塩
に
さ
丹
づ
ら
ふ
海
の
宝
の
も
ろ
も
ろ
は

濡
髪
長
き
海
藻
や
、
珊
瑚
、
海
胆
、
苔
ま
で
も
、

臙
脂
紫
あ
か
あ
か
と
、
華
奢
の
き
は
み
の
絵
模
様
に
、

薄
色
ね
び
し
み
ど
り
石
、
蝕
む
底
ぞ
被
ひ
た
る
。

鱗
の
光
の
き
ら
め
き
に
白
琺
瑯
を
曇
ら
せ
て
、

枝
よ
り
枝
を
横
ざ
ま
に
、
何
を
尋
ぬ
る
一
大
魚
、

光
透
入
る
水
か
げ
に
慵
げ
な
り
や
、
も
と
ほ
り
ぬ
。

忽
ち
紅
火
飄
へ
る
思
の
色
の
鰭
ふ
る
ひ
、
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藍
を
湛
へ
し
静
寂
の
か
げ
、
ほ
の
ぐ
ら
き
清
海
波
、

水
揺
り
う
ご
く
揺
曳
は
黄
金
、
真
珠
、
青
玉
の
色
。

　
床
　
　
　
　
　
　
ホ
セ
・
マ
リ
ヤ
・
デ
・
エ
レ
デ
ィ
ヤ

さ
ゝ
ら
が
た
錦
を
張
る
も
、
荒
妙
の
白
布
敷
く
も
、

悲
し
さ
は
墳
塋
の
ご
と
、
楽
し
さ
は
巣
の
如
し
と
も
、

人
生
れ
、
人
い
の
眠
り
、
つ
ま
恋
ふ
る
凡
べ
て
こ
ゝ
な
り
、

を
さ
な
児
も
、
老
も
若
も
、
さ
を
と
め
も
、
妻
も
、
夫
も
。
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葬
事
、
ま
ぐ
は
ひ
ほ
が
ひ
、
烏
羽
玉
の
黒
十
字
架
に

浄
き
水
は
ふ
り
散
ら
す
も
、
祝
福
の
枝
を
か
ざ
す
も
、

皆
こ
ゝ
に
物
は
始
ま
り
、
皆
こ
ゝ
に
事
は
終
ら
む
、

産
屋
洩
る
初
日
影
よ
り
、
臨
終
の
燭
の
火
ま
で
も
、

天
離
る
鄙
の
伏
屋
も
、
百
敷
の
大
宮
内
も
、

紫
摩
金
の
栄
を
尽
し
て
、
紅
に
朱
に
矜
り
飾
る
も
、

鈍
色
の
樫
の
つ
く
り
や
、
楓
の
木
、
杉
の
床
に
も
。

独
り
、
か
の
畏
も
悔
も
無
く
眠
る
人
こ
そ
善
け
れ
、

み
お
や
ら
の
生
れ
し
床
に
、
み
お
や
ら
の
失
に
し
床
に
、
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物
古
り
し
親
の
ゆ
づ
り
の
大
床
に
足
を
延
ば
し
て
。

　
出
征
　
　
　
　
　
ホ
セ
・
マ
リ
ヤ
・
デ
・
エ
レ
デ
ィ
ヤ

高
山
の
鳥
栖
巣
だ
ち
し
兄
鷹
の
ご
と
、

身
こ
そ
た
ゆ
ま
ね
、
憂
愁
に
思
は
倦
じ
、

モ
ゲ
ル
が
た
、
パ
ロ
ス
の
港
、
船
出
し
て
、

雄
誥
ぶ
夢
ぞ
逞
ま
し
き
、
あ
は
れ
、
丈
夫
。

チ
パ
ン
ゴ
に
在
り
と
伝
ふ
る
鉱
山
の
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紫
摩
黄
金
や
わ
が
物
と
遠
く
、
求
む
る

船
の
帆
も
撓
わ
り
に
け
り
な
、
時
津
風
、

西
の
世
界
の
不
思
議
な
る
遠
荒
磯
に
。

ゆ
ふ
べ
ゆ
ふ
べ
は
壮
大
の
旦
を
夢
み
、

し
ら
ぬ
火
や
、
熱
帯
海
の
か
ぢ
ま
く
ら
、

こ
が
ね
幻
通
ふ
ら
む
。
ま
た
あ
る
時
は

白
妙
の
帆
船
の
舳
さ
き
、
た
ゝ
ず
み
て
、

振
放
み
れ
ば
、
雲
の
果
、
見
知
ら
ぬ
空
や
、

蒼
海
の
底
よ
り
の
ぼ
る
、
け
ふ
も
新
星
。
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夢
　
　
　
　
　
　
　
シ
ュ
リ
・
プ
リ
ュ
ド
ン

夢
の
う
ち
に
、
農
人
曰
く
、
な
が
糧
を
み
づ
か
ら
作
れ
、

け
ふ
よ
り
は
、
な
を
養
は
じ
、
土
を
墾
り
種
を
蒔
け
よ
と
。

機
織
は
わ
れ
に
語
り
ぬ
、
な
が
衣
を
み
づ
か
ら
織
れ
と
。

石
造
わ
れ
に
語
り
ぬ
、
い
ざ
鏝
を
み
づ
か
ら
執
れ
と
。

か
く
て
孤
り
人
間
の
群
や
ら
は
れ
て
解
く
に
由
な
き

こ
の
咒
詛
、
身
に
ひ
き
纏
ふ
苦
し
さ
に
、
み
そ
ら
仰
ぎ
て
、
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い
と
深
き
憐
愍
垂
れ
さ
せ
給
へ
よ
と
、
祷
り
を
ろ
が
む

眼
前
、
ゆ
く
て
の
途
の
た
ゞ
な
か
を
獅
子
は
ふ
た
ぎ
ぬ
。

ほ
の
ぼ
の
と
あ
け
ゆ
く
光
、
疑
ひ
て
眼
ひ
ら
け
ば
、

雄
々
し
か
る
田
つ
く
り
男
、
梯
立
に
口
笛
鳴
ら
し
、

※
具
の
※
木
も
と
ゞ
ろ
、
小
山
田
に
種
ぞ
蒔
き
た
る
。

世
の
幸
を
今
は
た
識
り
ぬ
、
人
の
住
む
こ
の
現
世
に
、

誰
か
ま
た
思
ひ
あ
が
り
て
、
同
胞
を
凌
ぎ
え
せ
む
や
。

其
日
よ
り
吾
は
な
べ
て
の
世
の
人
を
愛
し
そ
め
け
り
。
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信
天
翁
　
　
　
　
　
シ
ャ
ル
ル
・
ボ
ド
レ
エ
ル

波
路
遙
け
き
徒
然
の
慰
草
と
船
人
は
、

八
重
の
潮
路
の
海
鳥
の
沖
の
太
夫
を
生
檎
り
ぬ
、

楫
の
枕
の
よ
き
友
よ
心
閑
け
き
飛
鳥
か
な
、

奥
津
潮
騒
す
べ
り
ゆ
く
舷
近
く
む
れ
集
ふ
。

た
ゞ
甲
板
に
据
ゑ
ぬ
れ
ば
げ
に
や
笑
止
の
極
な
る
。

こ
の
青
雲
の
帝
王
も
、
足
ど
り
ふ
ら
ゝ
、
拙
く
も
、

あ
は
れ
、
真
白
き
双
翼
は
、
た
ゞ
徒
ら
に
広
ご
り
て
、
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今
は
身
の
仇
、
益
も
無
き
二
つ
の
櫂
と
曳
き
ぬ
ら
む
。

天
飛
ぶ
鳥
も
、
降
り
て
は
、
や
つ
れ
醜
き
瘠
姿
、

昨
日
の
羽
根
の
た
か
ぶ
り
も
、
今
は
た
鈍
に
痛
は
し
く
、

煙
管
に
嘴
を
つ
ゝ
か
れ
て
、
心
無
に
は
嘲
け
ら
れ
、

し
ど
ろ
の
足
を
摸
ね
さ
れ
て
、
飛
行
の
空
に
憧
が
る
ゝ
。

雲
居
の
君
の
こ
の
さ
ま
よ
、
世
の
歌
人
に
似
た
ら
ず
や
、

暴
風
雨
を
笑
ひ
、
風
凌
ぎ
猟
男
の
弓
を
あ
ざ
み
し
も
、

地
の
下
界
に
や
ら
は
れ
て
、
勢
子
の
叫
に
煩
へ
ば
、

太
し
き
双
の
羽
根
さ
へ
も
起
居
妨
ぐ
足
ま
と
ひ
。
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薄
暮
の
曲
　
　
　
　
シ
ャ
ル
ル
・
ボ
ド
レ
エ
ル

時
こ
そ
今
は
水
枝
さ
す
、
こ
ぬ
れ
に
花
の
顫
ふ
こ
ろ
。

花
は
薫
じ
て
追
風
に
、
不
断
の
香
の
炉
に
似
た
り
。

匂
も
音
も
夕
空
に
、
と
う
と
う
た
ら
り
、
と
う
た
ら
り
、

ワ
ル
ツ
の
舞
の
哀
れ
さ
よ
、
疲
れ
倦
み
た
る
眩
暈
よ
。

花
は
薫
じ
て
追
風
に
、
不
断
の
香
の
炉
に
似
た
り
。

痍
に
悩
め
る
胸
も
ど
き
、
ヴ
ィ
オ
ロ
ン
楽
の
清
掻
や
、

51



ワ
ル
ツ
の
舞
の
哀
れ
さ
よ
、
疲
れ
倦
み
た
る
眩
暈
よ
、

神
輿
の
台
を
さ
な
が
ら
の
雲
悲
み
て
艶
だ
ち
ぬ
。

痍
に
悩
め
る
胸
も
ど
き
、
ヴ
ィ
オ
ロ
ン
楽
の
清
掻
や
、

闇
の
涅
槃
に
、
痛
ま
し
く
悩
ま
さ
れ
た
る
優
心
。

神
輿
の
台
を
さ
な
が
ら
の
雲
悲
み
て
艶
だ
ち
ぬ
、

日
や
落
入
り
て
溺
る
ゝ
は
、
凝
る
ゆ
ふ
べ
の
血
潮
雲
。

闇
の
涅
槃
に
、
痛
ま
し
く
悩
ま
さ
れ
た
る
優
心
、

光
の
過
去
の
あ
と
か
た
を
尋
め
て
集
む
る
憐
れ
さ
よ
。

日
や
落
入
り
て
溺
る
ゝ
は
、
凝
る
ゆ
ふ
べ
の
血
潮
雲
、

52海潮音



君
が
名
残
の
た
ゞ
在
る
は
、
ひ
か
り
輝
く
聖
体
盒
。

　
破
鐘
　
　
　
　
　
　
シ
ャ
ル
ル
・
ボ
ド
レ
エ
ル

悲
し
く
も
ま
た
あ
は
れ
な
り
、
冬
の
夜
の
地
炉
の
下
に
、

燃
え
あ
が
り
、
燃
え
尽
き
に
た
る
柴
の
火
に
耳
傾
け
て
、

夜
霧
だ
つ
闇
夜
の
空
の
寺
の
鐘
、
き
ゝ
つ
ゝ
あ
れ
ば
、

過
ぎ
し
日
の
そ
こ
は
か
と
な
き
物
思
ひ
や
を
ら
浮
び
ぬ
。

喉
太
の
古
鐘
き
け
ば
、
そ
の
身
こ
そ
う
ら
や
ま
し
け
れ
。
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老
ら
く
の
齢
に
も
め
げ
ず
、
健
や
か
に
、
忠
な
る
声
の
、

何
時
も
い
つ
も
、
梵
音
妙
に
深
く
し
て
、
穏
ど
か
な
る
は
、

陣
営
の
歩
哨
に
た
て
る
老
兵
の
姿
に
似
た
り
。

そ
も
、
わ
れ
は
心
破
れ
ぬ
。
鬱
憂
の
す
さ
び
ご
こ
ち
に
、

寒
空
の
夜
に
響
け
と
、
い
と
せ
め
て
、
鳴
り
よ
そ
ふ
と
も
、

覚
束
な
、
音
に
こ
そ
た
て
れ
、
弱
声
の
細
音
も
哀
れ
、

哀
れ
な
る
臨
終
の
声
は
、
血
の
波
の
湖
の
岸
、

小
山
な
す
屍
の
下
に
、
身
動
も
え
な
ら
で
死
す
る
、

棄
て
ら
れ
し
負
傷
の
兵
の
息
絶
ゆ
る
終
の
呻
吟
か
。
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人
と
海
　
　
　
　
　
シ
ャ
ル
ル
・
ボ
ド
レ
エ
ル

こ
ゝ
ろ
自
由
な
る
人
間
は
、
と
は
に
賞
づ
ら
む
大
海
を
。

海
こ
そ
人
の
鏡
な
れ
。
灘
の
大
波
は
て
し
な
く
、

水
や
天
な
る
ゆ
ら
ゆ
ら
は
、
う
つ
し
心
の
姿
に
て
、

底
ひ
も
知
ら
ぬ
深
海
の
潮
の
苦
味
も
世
と
い
づ
れ
。

さ
れ
ば
ぞ
人
は
身
を
映
す
鏡
の
胸
に
飛
び
入
り
て
、

眼
に
抱
き
腕
に
い
だ
き
、
ま
た
あ
る
時
は
村
肝
の
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心
も
と
も
に
、
は
た
め
き
て
、
潮
騒
高
く
湧
く
な
ら
む
、

寄
せ
て
は
か
へ
す
波
の
音
の
、
物
狂
ほ
し
き
歎
息
に
。

海
も
爾
も
ひ
と
し
な
み
、
不
思
議
を
つ
ゝ
む
陰
な
り
や
。

人
よ
、
爾
が
心
中
の
深
淵
探
り
し
も
の
や
あ
る
。

海
よ
、
爾
が
水
底
の
富
を
数
へ
し
も
の
や
あ
る
。

か
く
も
妬
げ
に
秘
事
の
さ
は
に
も
あ
る
か
、
海
と
人
。

か
く
て
劫
初
の
昔
よ
り
、
か
く
て
無
数
の
歳
月
を
、

慈
悲
悔
恨
の
弛
無
く
、
修
羅
の
戦
酣
に
、

げ
に
も
非
命
と
殺
戮
と
、
な
じ
か
は
、
さ
ま
で
好
も
し
き
、
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噫
、
永
遠
の
す
ま
う
ど
よ
、
噫
、
怨
念
の
は
ら
か
ら
よ
。

　
梟
　
　
　
　
　
　
　
シ
ャ
ル
ル
・
ボ
ド
レ
エ
ル

　
黒
葉
水
松
の
木
下
闇
に

　
並
ん
で
と
ま
る
梟
は

　
昔
の
神
を
い
き
う
つ
し
、

　
赤
眼
む
き
だ
し
思
案
顔
。

　
体
も
崩
さ
ず
、
ぢ
つ
と
し
て
、
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な
に
を
思
ひ
に
暮
が
た
の

　
傾
く
日
脚
推
し
こ
か
す

　
大
凶
時
と
な
り
に
け
り
。

　
鳥
の
ふ
り
み
て
達
人
は

　
道
の
悟
や
開
く
ら
む
、

　
世
に
忌
々
し
き
は
煩
悩
と
。

　
色
相
界
の
妄
執
に

　
諸
人
の
つ
ね
の
く
る
し
み
は

　
居
に
安
ぜ
ぬ
あ
だ
心
。
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現
代
の
悲
哀
は
ボ
ド
レ
エ
ル
の
詩
に
異
常
の
発
展
を
遂
げ
た
り
。
人
或
は
一

見
し
て
云
は
む
、
こ
れ
僅
に
悲
哀
の
名
を
変
じ
て
鬱
悶
と
改
め
し
の
み
と
、

し
か
も
再
考
し
て
終
に
そ
の
全
く
変
質
し
た
る
を
暁
ら
む
。
ボ
ド
レ
エ
ル
は

悲
哀
に
誇
れ
り
。
即
ち
こ
れ
を
詩
章
の
竜
葢
帳
中
に
据
ゑ
て
、
黒
衣
聖
母
の

観
あ
ら
し
め
、
絢
爛
な
る
こ
と
絵
画
の
如
き
幻
想
と
、
整
美
な
る
こ
と
彫
塑

に
似
た
る
夢
思
と
を
恣
に
し
て
こ
れ
に
生
動
の
気
を
与
ふ
。
こ
こ
に
於
て
か
、

宛
も
こ
れ
絶
美
な
る
獅
身
女
頭
獣
な
り
。
悲
哀
を
愛
す
る
の
甚
し
き
は
、
い

づ
れ
の
先
人
を
も
凌
ぎ
、
常
に
悲
哀
の
詩
趣
を
讃
し
て
、
彼
は
自
ら
「
悲
哀

の
煉
金
道
士
」
と
号
せ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
＊
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先
人
の
多
く
は
、
悩
心
地
定
か
な
ら
ぬ
ま
ま
に
、
自
然
に
対
す
る
心
中
の
愁

訴
を
、
自
然
そ
の
物
に
捧
げ
て
、
尋
常
の
失
意
に
泣
け
ど
も
、
ボ
ド
レ
エ
ル

は
然
ら
ず
。
彼
は
都
府
の
子
な
り
。
乃
ち
巴
里
叫
喊
地
獄
の
詩
人
と
し
て
胸

奥
の
悲
を
述
べ
、
人
に
叛
き
世
に
抗
す
る
数
奇
の
放
浪
児
が
為
に
、
大
声
を

仮
し
た
り
。
そ
の
心
、
夜
に
似
て
暗
憺
、
い
ひ
し
ら
ず
汚
れ
に
た
れ
ど
、
ま

た
一
種
の
美
、
た
と
へ
ば
、
濁
江
の
底
な
る
眼
、
哀
憐
悔
恨
の
凄
光
を
放
つ

が
如
き
も
の
無
き
に
し
も
あ
ら
ず
。

エ
ミ
イ
ル
・
ヴ
ェ
ル
ハ
ア
レ
ン

ボ
ド
レ
エ
ル
氏
よ
、
君
は
芸
術
の
天
に
た
ぐ
ひ
な
き
凄
惨
の
光
を
与
へ
ぬ
。

即
ち
未
だ
曾
て
な
き
一
の
戦
慄
を
創
成
し
た
り
。
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ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ウ
ゴ
オ

　
譬
喩
　
　
　
　
　
　
ポ
オ
ル
・
ヴ
ェ
ル
レ
エ
ヌ

主
は
讃
む
べ
き
哉
、
無
明
の
闇
や
、
憎
多
き

今
の
世
に
あ
り
て
、
わ
れ
を
信
徒
と
な
し
給
ひ
ぬ
。

願
は
く
は
吾
に
与
へ
よ
、
力
と
沈
勇
と
を
。

い
つ
ま
で
も
永
く
狗
子
の
や
う
に
従
ひ
て
む
。

生
贄
の
羊
、
そ
の
母
の
あ
と
、
従
ひ
つ
つ
、
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何
の
苦
も
な
く
て
、
牧
草
を
食
み
、
身
に
生
ひ
た
る

羊
毛
の
ほ
か
に
、
そ
の
刻
来
ぬ
れ
ば
、
命
を
だ
に

惜
ま
ず
し
て
、
主
に
奉
る
如
く
わ
れ
も
な
さ
む
。

ま
た
魚
と
な
ら
ば
、
御
子
の
頭
字
象
り
も
し
、

驢
馬
と
も
な
り
て
は
、
主
を
乗
せ
ま
つ
り
し
昔
思
ひ
、

は
た
、
わ
が
肉
よ
り
禳
ひ
給
ひ
し
豕
を
見
い
づ
。

げ
に
末
つ
世
の
反
抗
表
裏
の
日
に
あ
り
て
は

人
間
よ
り
も
、
畜
生
の
身
ぞ
信
深
く
て

心
素
直
に
も
忍
辱
の
道
守
る
な
ら
む
。
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よ
く
み
る
ゆ
め
　
　
ポ
オ
ル
・
ヴ
ェ
ル
レ
エ
ヌ

常
に
よ
く
見
る
夢
な
が
ら
、
奇
や
し
、
懐
か
し
、
身
に
ぞ
染
む
。

曾
て
も
知
ら
ぬ
女
な
れ
ど
、
思
は
れ
、
思
ふ
か
の
女
よ
。

夢
見
る
度
の
い
つ
も
い
つ
も
、
同
じ
と
見
れ
ば
、
異
り
て
、

ま
た
異
ら
ぬ
お
も
ひ
び
と
、
わ
が
心
根
や
悟
り
て
し
。

わ
が
心
根
を
悟
り
て
し
か
の
女
の
眼
に
胸
の
う
ち
、

噫
、
彼
女
に
の
み
内
証
の
秘
め
た
る
事
ぞ
な
か
り
け
る
。
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蒼
ざ
め
顔
の
わ
が
額
、
し
と
ゞ
の
汗
を
拭
ひ
去
り
、

涼
し
く
な
さ
む
術
あ
る
は
、
玉
の
涙
の
か
の
ひ
と
よ
。

栗
色
髪
の
ひ
と
な
る
か
、
赤
髪
の
ひ
と
か
、
金
髪
か
、

名
を
だ
に
知
ら
ね
、
唯
思
ふ
朗
ら
細
音
の
う
ま
し
名
は
、

う
つ
せ
み
の
世
を
疾
く
去
り
し
昔
の
人
の
呼
名
か
と
。

つ
く
づ
く
見
入
る
眼
差
は
、
匠
が
彫
り
し
像
の
眼
か
、

澄
み
て
、
離
れ
て
、
落
居
た
る
其
音
声
の
清
し
さ
に
、

無
言
の
声
の
懐
か
し
き
恋
し
き
節
の
鳴
り
響
く
。
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落
葉
　
　
　
　
　
　
ポ
オ
ル
・
ヴ
ェ
ル
レ
エ
ヌ

秋
の
日
の

ヴ
ィ
オ
ロ
ン
の

た
め
い
き
の

身
に
し
み
て

ひ
た
ぶ
る
に

う
ら
悲
し
。

鐘
の
お
と
に
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胸
ふ
た
ぎ

色
か
へ
て

涙
ぐ
む

過
ぎ
し
日
の

お
も
ひ
で
や
。

げ
に
わ
れ
は

う
ら
ぶ
れ
て

こ
ゝ
か
し
こ

さ
だ
め
な
く

と
び
散
ら
ふ
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落
葉
か
な
。

仏
蘭
西
の
詩
は
ユ
ウ
ゴ
オ
に
絵
画
の
色
を
帯
び
、
ル
コ
ン
ト
・
ド
ゥ
・
リ
イ

ル
に
彫
塑
の
形
を
具
へ
、
ヴ
ェ
ル
レ
エ
ヌ
に
至
り
て
音
楽
の
声
を
伝
へ
、
而

し
て
又
更
に
陰
影
の
匂
な
つ
か
し
き
を
捉
へ
む
と
す
。
訳
者

　
良
心
　
　
　
　
　
　
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ウ
ゴ
オ

革
衣
纏
へ
る
児
等
を
引
具
し
て
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髪
お
ど
ろ
色
蒼
ざ
め
て
、
降
る
雨
を
、

エ
ホ
バ
よ
り
カ
イ
ン
は
離
り
迷
ひ
い
で
、

夕
闇
の
落
つ
る
が
ま
ゝ
に
愁
然
と
、

大
原
の
山
の
麓
に
た
ど
り
つ
き
ぬ
。

妻
は
倦
み
児
等
も
疲
れ
て
諸
声
に
、

「
地
に
伏
し
て
い
ざ
、
い
の
ね
む
」
と
語
り
け
り
。

山
陰
に
カ
イ
ン
は
い
ね
ず
、
夢
お
ぼ
ろ
、

烏
羽
玉
の
暗
夜
の
空
を
仰
ぎ
み
れ
ば
、

広
大
の
天
眼
く
わ
つ
と
、
か
し
こ
く
も
、

物
陰
の
奥
よ
り
、
ひ
し
と
、
み
い
り
た
る
に
、

わ
な
ゝ
き
て
「
未
だ
近
し
」
と
叫
び
つ
つ
、
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倦
み
し
妻
、
眠
れ
る
児
等
を
促
し
て
、

も
く
ね
ん
と
、
ゆ
く
へ
も
知
ら
に
逃
れ
ゆ
く
。

か
ゝ
な
べ
て
、
日
に
は
三
十
日
、
夜
は
、
三
十
夜
、

色
変
へ
て
、
風
の
音
に
も
を
の
ゝ
き
ぬ
。

や
ら
は
れ
の
、
伏
眼
の
旅
は
果
も
な
し
、

眠
な
く
休
ひ
も
え
せ
で
、
は
ろ
ば
ろ
と
、

後
の
世
の
ア
シ
ュ
ル
の
国
、
海
の
ほ
と
り
、

荒
磯
に
こ
そ
は
つ
き
に
け
れ
。
「
い
ざ
、
こ
ゝ
に

と
ゞ
ま
ら
む
。
こ
の
世
の
は
て
に
今
ぞ
来
し
、

い
ざ
」
と
、
い
へ
ば
、
陰
雲
暗
き
め
ぢ
の
あ
な
た
、

い
つ
も
、
い
つ
も
、
天
眼
ひ
し
と
睨
み
た
り
。

69



お
そ
れ
み
に
身
も
世
も
あ
ら
ず
、
戦
き
て
、

「
隠
せ
よ
」
と
叫
ぶ
一
声
。
児
等
は
た
だ

猛
き
親
を
口
に
指
あ
て
眺
め
た
り
。

沙
漠
の
地
、
毛
織
の
幕
に
住
居
す
る

後
の
世
の
う
か
ら
の
み
お
や
ヤ
バ
ル
に
ぞ

「
こ
の
む
た
に
幕
ひ
ろ
げ
よ
」
と
命
ず
れ
ば
、

ひ
る
が
へ
る
布
の
高
壁
め
ぐ
ら
し
て

鉛
も
て
地
に
固
む
る
に
、
金
髪
の

孫
む
す
め
曙
の
チ
ラ
は
語
り
ぬ
。

「
か
く
す
れ
ば
、
は
や
何
も
見
給
ふ
ま
じ
」
と
。

「
否
な
ほ
も
眼
睨
む
」
と
カ
イ
ン
い
ふ
。
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角
を
吹
き
鼓
を
う
ち
て
、
城
の
う
ち
を

ゆ
き
め
ぐ
る
民
草
の
お
や
ユ
バ
ル
い
ふ
、

「
お
の
れ
今
固
き
守
や
設
け
む
」
と
。

銅
の
壁
築
き
上
げ
て
父
の
身
を
、

そ
が
な
か
に
隠
し
ぬ
れ
ど
も
、
如
何
せ
む
、

「
い
つ
も
、
い
つ
も
眼
睨
む
」
と
い
ら
へ
あ
り
。

「
恐
し
き
塔
を
め
ぐ
ら
し
、
近
よ
り
の

難
き
や
う
に
す
べ
し
。
砦
守
る
城
築
あ
げ
て
、

そ
の
邑
を
固
く
も
ら
む
」
と
、
エ
ノ
ク
い
ふ
。

鍛
冶
の
祖
ト
バ
ル
カ
イ
ン
は
、
い
そ
し
み
て
、

宏
大
の
無
辺
都
城
を
営
む
に
、
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同
胞
は
、
セ
ツ
の
児
等
、
エ
ノ
ス
の
児
等
を
、

野
辺
か
け
て
狩
暮
し
つ
ゝ
、
あ
る
時
は

旅
人
の
眼
を
く
り
て
、
夕
さ
れ
ば

星
天
に
征
矢
を
放
ち
ぬ
。
こ
れ
よ
り
ぞ
、

花
崗
石
、
帳
に
代
り
、
く
ろ
が
ね
を

石
に
く
み
、
城
の
形
、
冥
府
に
似
た
る

塔
影
は
野
を
暗
う
し
て
、
そ
の
壁
ぞ

山
の
ご
と
厚
く
な
り
け
る
。
工
成
り
て

戸
を
固
め
、
壁
建
終
り
、
大
城
戸
に

刻
め
る
文
字
を
眺
む
れ
ば
「
こ
の
う
ち
に

神
は
ゆ
め
入
る
可
か
ら
ず
」
と
、
ゑ
り
に
た
り
。
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さ
て
親
は
石
殿
に
住
は
せ
た
れ
ど
、

憂
愁
の
や
つ
れ
姿
ぞ
い
ぢ
ら
し
き
。

「
お
ほ
ぢ
君
、
眼
は
消
え
し
や
」
と
、
チ
ラ
の
問
へ
ば
、

「
否
、
そ
こ
に
今
も
な
ほ
在
り
」
と
、
カ
イ
ン
い
ふ
。

「
墳
塋
に
寂
し
く
眠
る
人
の
ご
と
、

地
の
下
に
わ
れ
は
住
は
む
。
何
物
も

わ
れ
を
見
じ
、
吾
も
亦
何
を
も
見
じ
」
と
。

さ
て
こ
ゝ
に
坑
を
穿
て
ば
「
よ
し
」
と
い
ひ
て
、

た
ゞ
ひ
と
り
闇
穴
道
に
お
り
た
ち
て
、

物
陰
の
座
に
う
ち
か
く
る
、
ひ
た
お
も
て
、

地
下
の
戸
を
、
は
た
と
閉
づ
れ
ば
、
こ
は
い
か
に
、
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天
眼
な
ほ
も
奥
津
城
に
カ
イ
ン
を
眺
む
。

ユ
ウ
ゴ
オ
の
趣
味
は
典
雅
な
ら
ず
、
性
情
奔
放
に
し
て
狂
※
激
浪
の
如
く
な

れ
ど
、
温
藉
静
冽
の
気
自
か
ら
そ
の
詩
を
貫
き
た
り
。
対
聯
比
照
に
富
み
、

光
彩
陸
離
た
る
形
容
の
文
辞
を
畳
用
し
て
、
燦
爛
た
る
一
家
の
詩
風
を
作
り

ぬ
。
訳
者

　
礼
拝
　
　
　
　
　
　
フ
ラ
ン
ソ
ア
・
コ
ペ
エ

さ
て
も
千
八
百
九
年
、
サ
ラ
ゴ
サ
の
戦
、
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わ
れ
時
に
軍
曹
な
り
き
。
此
日
惨
憺
を
極
む
。

街
既
に
落
ち
て
、
家
を
囲
む
に
、

閉
ぢ
た
る
戸
毎
に
不
順
の
色
見
え
、

鉄
火
、
窓
よ
り
降
り
し
き
れ
ば
、

「
憎
つ
く
き
僧
徒
の
振
舞
」
と

か
た
み
に
低
く
罵
り
つ
。

明
方
よ
り
の
合
戦
に

眼
は
硝
煙
に
血
走
り
て
、

舌
に
は
苦
が
き
紙
筒
を

噛
み
切
る
口
の
黒
く
と
も
、

奮
闘
の
気
は
い
や
益
し
に
、
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勢
猛
に
追
ひ
迫
り
、

黒
衣
長
袍
ふ
ち
広
き
帽
を
狙
撃
す
。

狭
き
小
路
の
行
進
に

と
ざ
ま
、
か
う
ざ
ま
顧
み
が
ち
、

わ
れ
軍
曹
の
任
に
し
あ
れ
ば
、

精
兵
従
へ
推
し
ゆ
く
折
り
し
も
、

忽
然
と
し
て
中
天
赤
く
、

鉱
炉
の
紅
舌
さ
な
が
ら
に
、

虐
殺
せ
ら
る
ゝ
婦
女
の
声
、

遙
か
に
は
轟
々
の
音
と
よ
も
し
て
、

歩
毎
に
伏
屍
累
々
た
り
。
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屈
で
く
ゞ
る
軒
下
を

出
で
く
る
時
は
銃
剣
の

鮮
血
淋
漓
た
る
兵
が
、

血
紅
に
染
み
し
指
を
も
て
、

壁
に
十
字
を
書
置
く
は
、

敵
潜
め
る
を
示
す
な
り
。

鼓
う
た
せ
ず
、
足
重
く
、

将
校
た
ち
は
色
曇
り
、

さ
す
が
、
手
練
の
旧
兵
も
、

落
居
ぬ
け
は
ひ
に
、
寄
添
ひ
て
、

新
兵
も
ど
き
の
胸
さ
わ
ぎ
。
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忽
ち
、
と
あ
る
曲
角
に
、

援
兵
と
呼
ぶ
仏
語
の
一
声
、

そ
れ
、
戦
友
の
危
急
ぞ
と
、

駆
け
つ
け
見
れ
ば
、
き
た
な
し
や
、

日
常
は
猛
け
き
勇
士
等
も
、

精
舎
の
段
の
前
面
に

た
ゞ
僧
兵
の
二
十
人
、

円
頂
の
黒
鬼
に
、
く
ひ
と
め
ら
る
。

真
白
の
十
字
胸
に
つ
け
、

靴
無
き
足
の
凜
々
し
さ
よ
、
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血
染
の
腕
巻
き
あ
げ
て
、

大
十
字
架
に
て
、
う
ち
か
ゝ
る
。

惨
絶
、
壮
絶
。
そ
れ
と
一
斉
射
撃
に
て
、

や
が
て
は
掃
蕩
し
た
り
し
が
、

冷
然
と
し
て
、
残
忍
に
、
軍
は
倦
み
た
り
。

皆
心
中
に
疾
し
く
て
、

と
か
く
に
殺
戮
し
た
れ
ど
も
、

醜
行
已
に
為
し
了
は
り
、

密
雲
漸
く
散
ず
れ
ば
、

積
み
か
さ
な
れ
る
屍
よ
り

階
か
け
て
、
紅
流
れ
、
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そ
の
う
し
ろ
楼
門
聳
ゆ
、
巍
然
と
し
て
鬱
た
り
。

燈
明
く
ら
が
り
に
金
色
の
星
と
き
ら
め
き
、

香
炉
か
ぐ
は
し
く
、
静
寂
の
香
を
放
ち
ぬ
。

殿
上
、
奥
深
く
、
神
壇
に
対
ひ
、

歌
楼
の
う
ち
、
や
さ
け
び
の
音
し
ら
ぬ
顔
、

蕭
や
か
に
勤
行
営
む
白
髪
長
身
の
僧
。

噫
け
ふ
も
な
ほ
俤
に
し
て
浮
び
こ
そ
す
れ
。

モ
オ
ル
廻
廊
の
古
院
、

黒
衣
僧
兵
の
か
ば
ね
、

天
日
、
石
だ
た
み
を
照
ら
し
て
、
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紅
流
に
烟
た
ち
、

朧
々
た
る
低
き
戸
の
框
に
、

立
つ
や
老
僧
。

神
壇
龕
の
や
う
に
輝
き
、

唖
然
と
し
て
す
く
み
し
わ
れ
ら
の
う
つ
け
姿
。

げ
に
や
当
年
の
己
は

空
恐
ろ
し
く
も
信
心
無
く
、

或
日
精
舎
の
奪
掠
に

負
け
じ
心
の
意
気
張
づ
よ
く

神
壇
近
き
御
燈
に

煙
草
つ
け
た
る
乱
行
者
、
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上
反
鬚
に
気
負
み
せ
、

一
歩
も
譲
ら
ぬ
気
象
の
わ
れ
も
、

た
ゞ
此
僧
の
髪
白
く
白
く

神
寂
び
た
る
に
畏
み
ぬ
。

「
打
て
」
と
士
官
は
号
令
す
。

誰
有
て
動
く
者
無
し
。

僧
は
確
に
聞
き
た
ら
む
も
、

さ
あ
ら
ぬ
素
振
神
々
し
く
、

聖
水
大
盤
を
捧
げ
て
ふ
り
む
く
。
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ミ
サ
礼
拝
半
に
達
し
、

司
僧
む
き
直
る
祝
福
の
時
、

腕
は
伸
べ
て
鶴
翼
の
や
う
、

衆
皆
一
歩
た
じ
ろ
き
ぬ
。

僧
は
す
こ
し
も
ふ
る
へ
ず
に

信
徒
の
前
に
立
て
る
や
う
、

妙
音
澱
な
く
、
和
讃
を
咏
じ
て
、

「
帰
命
頂
礼
」
の
歌
、
常
に
異
ら
ず
、

声
も
ほ
が
ら
に
、

　
　
　
　
　
　
「
全
能
の
神
、
爾
等
を
憐
み
給
ふ
。
」
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ま
た
も
や
、
一
声
あ
ら
ゝ
か
に

「
う
て
」
と
士
官
の
号
令
に

進
み
い
で
た
る
一
卒
は

隊
中
有
名
の
卑
怯
者
、

銃
執
り
な
ほ
し
て
発
砲
す
。

老
僧
、
色
は
蒼
み
し
が
、

沈
勇
の
眼
明
ら
か
に
、

祈
り
つ
ゞ
け
ぬ
、

　
　
　
　
　
　
「
父
と
子
と
」

続
い
て
更
に
一
発
は
、
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狂
気
の
さ
た
か
、
血
迷
か
、

と
か
く
に
業
は
了
り
た
り
。

僧
は
隻
腕
、
壇
に
も
た
れ
、

明
い
た
る
手
に
て
祝
福
し
、

黄
金
盤
も
重
た
げ
に
、

虚
空
に
恩
赦
の
印
を
切
り
て
、

音
声
こ
そ
は
微
な
れ
、

闃
た
る
堂
上
と
ほ
り
よ
く
、

瞑
目
の
う
ち
述
ぶ
る
や
う
、

　
　
　
　
　
　
「
聖
霊
と
。
」
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か
く
て
仆
れ
ぬ
、
礼
拝
の
事
了
り
て
。

盤
は
三
度
び
、
床
上
に
跳
り
ぬ
。

事
に
慣
れ
た
る
老
兵
も
、

胸
に
鬼
胎
を
か
き
抱
き

足
に
兵
器
を
投
げ
棄
て
て

わ
れ
と
も
知
ら
ず
膝
つ
き
ぬ
、

醜
行
の
ま
の
あ
た
り
、

殉
教
僧
の
ま
の
あ
た
り
。

聊
爾
な
り
や
　
「
ア
ア
メ
ン
」
と
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う
し
ろ
に
笑
ふ
、
わ
が
隊
の
鼓
手
。

　
わ
す
れ
な
ぐ
さ
　
　
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ア
レ
ン
ト

な
が
れ
の
き
し
の
ひ
と
も
と
は
、

み
そ
ら
の
い
ろ
の
み
づ
あ
さ
ぎ
、

な
み
、
こ
と
ご
と
く
、
く
ち
づ
け
し

は
た
、
こ
と
ご
と
く
、
わ
す
れ
ゆ
く
。
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山
の
あ
な
た
　
　
　
カ
ア
ル
・
ブ
ッ
セ

山
の
あ
な
た
の
空
遠
く

「
幸
」
住
む
と
人
の
い
ふ
。

噫
、
わ
れ
ひ
と
ゝ
尋
め
ゆ
き
て
、

涙
さ
し
ぐ
み
、
か
へ
り
き
ぬ
。

山
の
あ
な
た
に
な
ほ
遠
く

「
幸
」
住
む
と
人
の
い
ふ
。

　
春
　
　
　
　
　
　
　
パ
ウ
ル
・
バ
ル
シ
ュ
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森
は
今
、
花
さ
き
み
だ
れ

艶
な
り
や
、
五
月
た
ち
け
る
。

神
よ
、
擁
護
を
た
れ
た
ま
へ
、

あ
ま
り
に
幸
の
お
ほ
け
れ
ば
。

や
が
て
ぞ
花
は
散
り
し
ぼ
み
、

艶
な
る
時
も
過
ぎ
に
け
る
。

神
よ
擁
護
を
た
れ
た
ま
へ
、

あ
ま
り
に
つ
ら
き
災
な
来
そ
。
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秋
　
　
　
　
　
　
　
オ
イ
ゲ
ン
・
ク
ロ
ア
サ
ン

け
ふ
つ
く
づ
く
と
眺
む
れ
ば
、

悲
の
色
口
に
あ
り
。

た
れ
も
つ
ら
く
は
あ
た
ら
ぬ
を
、

な
ぜ
に
心
の
悲
め
る
。

秋
風
わ
た
る
青
木
立

葉
な
み
ふ
る
ひ
て
地
に
し
き
ぬ
。

き
み
が
心
の
わ
か
き
夢
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秋
の
葉
と
な
り
落
ち
に
け
む
。

　
わ
か
れ
　
　
　
ヘ
リ
ベ
ル
タ
・
フ
ォ
ン
・
ポ
シ
ン
ゲ
ル

ふ
た
り
を
「
時
」
が
さ
き
し
よ
り
、

昼
は
事
な
く
う
ち
す
ぎ
ぬ
。

よ
ろ
こ
び
も
な
く
悲
ま
ず
、

は
た
た
れ
を
か
も
怨
む
べ
き
。

さ
れ
ど
夕
闇
お
ち
く
れ
て
、
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星
の
光
の
み
ゆ
る
と
き
、

病
の
床
の
ち
ご
の
や
う
、

心
か
す
か
に
う
め
き
い
づ
。

　
水
無
月
　
　
　
　
　
テ
オ
ド
ル
・
ス
ト
ル
ム

子
守
歌
風
に
浮
び
て
、

暖
か
に
日
は
照
り
わ
た
り
、

田
の
麦
は
足
穂
う
な
だ
れ
、

茨
に
は
紅
き
果
熟
し
、
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野
面
に
は
木
の
葉
み
ち
た
り
。

い
か
に
お
も
ふ
、
わ
か
き
を
み
な
よ
。

　
花
の
を
と
め
　
　
　
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ハ
イ
ネ

妙
に
清
ら
の
、
あ
ゝ
、
わ
が
児
よ
、

つ
く
づ
く
み
れ
ば
、
そ
ゞ
ろ
、
あ
は
れ
、

か
し
ら
や
撫
で
ゝ
、
花
の
身
の

い
つ
ま
で
も
、
か
く
は
清
ら
な
れ
と
、

い
つ
ま
で
も
、
か
く
は
妙
に
あ
れ
と
、
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い
の
ら
ま
し
、
花
の
わ
が
め
ぐ
し
ご
。

ル
ビ
ン
ス
タ
イ
ン
の
め
で
た
き
楽
譜
に
合
せ
て
、
ハ
イ
ネ
の
名
歌
を
訳
し
た

り
。
原
の
意
を
汲
み
て
余
さ
じ
と
、
つ
と
め
、
は
た
又
、
句
読
停
音
す
べ
て

楽
譜
の
示
す
と
こ
ろ
に
従
ひ
ぬ
。
訳
者

　
瞻
望
　
　
　
　
　
　
ロ
バ
ア
ト
・
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ

怕
る
ゝ
か
死
を
。
　
　
喉
塞
ぎ
、

　
お
も
わ
に
狭
霧
、

94海潮音



深
雪
降
り
、
木
枯
荒
れ
て
、
著
る
く
な
り
ぬ
、

　
す
ゑ
の
近
さ
も
。

夜
の
稜
威
暴
風
の
襲
来
、
恐
ろ
し
き

　
敵
の
屯
に
、

現
身
の
「
大
畏
怖
」
立
て
り
。
し
か
す
が
に

　
猛
き
人
は
行
か
ざ
ら
め
や
も
。

そ
れ
、
旅
は
果
て
、
峯
は
尽
き
て
、

　
障
礙
は
破
れ
ぬ
、

唯
、
す
ゑ
の
誉
の
酬
え
む
と
せ
ば
、

　
な
ほ
ひ
と
戦
。

戦
は
日
ご
ろ
の
好
、
い
ざ
さ
ら
ば
、
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終
の
晴
の
勝
負
せ
む
。

な
ま
じ
ひ
に
眼
ふ
た
ぎ
て
、
赦
る
さ
れ
て
、

　
這
ひ
行
く
は
憂
し
、

否
残
な
く
味
ひ
て
、
か
れ
も
人
な
る

　
い
に
し
へ
の
猛
者
た
ち
の
や
う
、

矢
表
に
立
ち
楽
世
の
寒
冷
、
苦
痛
、
暗
黒
の

　
貢
の
あ
ま
り
捧
げ
て
む
。

そ
も
勇
者
に
は
、
忽
然
と
禍
福
に
転
ず
べ
く

　
闇
は
終
ら
む
。

四
大
の
あ
ら
び
、
忌
々
し
か
る
羅
刹
の
怒
号
、

　
ほ
そ
り
ゆ
き
、
雑
り
け
ち
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変
化
し
て
苦
も
楽
と
な
ら
む
と
や
す
ら
む
。

　
そ
の
と
き
光
明
、
そ
の
時
御
胸

あ
は
れ
、
心
の
心
と
や
、
抱
き
し
め
て
む
。

　
そ
の
ほ
か
は
神
の
ま
に
ま
に
。

　
出
現
　
　
　
　
　
　
ロ
バ
ア
ト
・
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ

苔
む
し
ろ
、
飢
ゑ
た
る
岸
も

　
　
春
来
れ
ば
、

つ
と
走
る
光
、
そ
ら
い
ろ
、
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菫
咲
く
。

村
雲
の
し
が
む
み
そ
ら
も
、

　
　
こ
ゝ
か
し
こ
、

や
れ
や
れ
て
影
は
さ
や
け
し
、

　
　
ひ
と
つ
星
。

う
つ
し
世
の
命
を
耻
の

　
　
め
ぐ
ら
せ
ど
、

こ
ぼ
れ
い
づ
る
神
の
ゑ
ま
ひ
か
、

　
　
君
が
お
も
。
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岩
陰
に
　
　
　
　
　
ロ
バ
ア
ト
・
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ

　
　
　
　
一

嗚
呼
、
物
古
り
し
鳶
色
の
「
地
」
の
微
笑
の
大
き
や
か
に
、

親
し
く
も
あ
る
か
、
今
朝
の
秋
、
偃
曝
に
其
骨
を

延
し
横
へ
、
膝
節
も
、
足
も
、
つ
き
い
で
て
、
漣
の

悦
び
勇
み
、
小
躍
に
越
ゆ
る
が
ま
ゝ
に
浸
た
り
つ
ゝ
、

さ
て
欹
つ
る
耳
も
と
の
、
さ
ゞ
れ
の
床
の
海
雲
雀
、
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和
毛
の
胸
の
白
妙
に
囀
ず
る
声
の
あ
は
れ
な
る
。

　
　
　
　
二

こ
の
教
こ
そ
神
な
が
ら
旧
る
き
真
の
道
と
知
れ
。

翁
び
し
「
地
」
の
知
り
て
笑
む
世
の
試
ぞ
か
や
う
な
る
。

愛
を
捧
げ
て
価
値
あ
る
も
の
ゝ
み
を
こ
そ
愛
し
な
ば
、

愛
は
完
た
き
益
に
し
て
、
必
ら
ず
や
、
身
の
利
と
な
ら
む
。

思
の
痛
み
、
苦
み
に
卑
し
き
こ
ゝ
ろ
清
め
た
る

な
れ
自
ら
を
地
に
捧
げ
、
酬
は
高
き
天
に
求
め
よ
。
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春
の
朝
　
　
　
　
　
ロ
バ
ア
ト
・
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ

時
は
春
、

日
は
朝
、

朝
は
七
時
、

片
岡
に
露
み
ち
て
、

揚
雲
雀
な
の
り
い
で
、

蝸
牛
枝
に
這
ひ
、

神
、
そ
ら
に
知
ろ
し
め
す
。

す
べ
て
世
は
事
も
無
し
。
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至
上
善
　
　
　
　
　
ロ
バ
ア
ト
・
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ

蜜
蜂
の
嚢
に
み
て
る
一
歳
の
香
も
、
花
も
、

宝
玉
の
底
に
光
れ
る
鉱
山
の
富
も
、
不
思
議
も
、

阿
古
屋
貝
映
し
蔵
せ
る
わ
だ
つ
み
の
陰
も
、
光
も
、

香
、
花
、
陰
、
光
、
富
、
不
思
議
及
ぶ
べ
し
や
は
、

　
　
　
玉
よ
り
も
輝
く
真
、

　
　
　
珠
よ
り
も
澄
み
た
る
信
義
、

天
地
に
こ
よ
な
き
真
、
澄
み
わ
た
る
一
の
信
義
は
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を
と
め
ご
の
清
き
く
ち
づ
け
。

ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
の
楽
天
説
は
、
既
に
二
十
歳
の
作
「
ポ
オ
リ
イ
ン
」
に
顕
れ
、

「
ピ
パ
」
の
歌
、
「
神
、
そ
ら
に
し
ろ
し
め
す
、
す
べ
て
世
は
事
も
無
し
」

と
い
ふ
句
に
綜
合
せ
ら
れ
た
れ
ど
、
一
生
の
述
作
皆
人
間
終
極
の
幸
福
を
予

言
す
る
点
に
於
て
一
致
し
「
ア
ソ
ラ
ン
ド
オ
」
絶
筆
の
結
句
に
至
る
ま
で
、

彼
は
有
神
論
、
霊
魂
不
滅
説
に
信
を
失
は
ざ
り
き
。
こ
の
詩
人
の
宗
教
は
基

督
教
を
元
と
し
た
る
「
愛
」
の
信
仰
に
し
て
、
尋
常
宗
門
の
繩
墨
を
脱
し
、

教
外
の
諸
法
に
対
し
て
は
極
め
て
宏
量
な
る
態
度
を
持
せ
り
。
神
を
信
じ
、

そ
の
愛
と
そ
の
力
と
を
信
じ
、
こ
れ
を
信
仰
の
基
と
し
て
、
人
間
恩
愛
の
神

聖
を
認
め
、
精
進
の
理
想
を
妄
な
り
と
せ
ず
、
芸
術
科
学
の
大
法
を
疑
は
ず
、
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又
人
心
に
善
悪
の
奮
闘
争
鬩
あ
る
を
、
却
て
進
歩
の
動
機
な
り
と
思
惟
せ
り
。

而
し
て
あ
ら
ゆ
る
宗
教
の
教
義
に
は
重
を
措
か
ず
、
た
だ
基
督
の
出
現
を
以

て
説
明
す
べ
か
ら
ざ
る
一
の
神
秘
と
な
せ
る
の
み
。
曰
く
、
宗
教
に
し
て
、

若
し
、
万
世
不
易
の
形
を
取
り
、
万
人
の
為
め
、
予
め
、
劃
然
と
し
て
具
へ

ら
れ
た
ら
む
に
は
、
精
神
界
の
進
歩
は
直
に
止
り
て
、
厭
ふ
べ
き
凝
滞
は
や

が
て
来
ら
む
。
人
間
の
信
仰
は
定
か
な
ら
ぬ
こ
そ
を
か
し
け
れ
、
教
法
に
完

了
と
い
ふ
義
あ
る
可
か
ら
ず
と
。
さ
れ
ば
信
教
の
自
由
を
説
き
て
、
寛
容
の

精
神
を
述
べ
た
る
も
の
、
「
聖
十
字
架
祭
」
の
如
き
あ
り
。
殊
に
晩
年
に
※

み
て
、
教
法
の
形
式
、
制
限
を
脱
却
す
る
こ
と
益
著
る
し
く
、
全
人
類
に
わ

た
れ
る
博
愛
同
情
の
精
神
愈
盛
な
り
し
か
ど
、
一
生
の
確
信
は
終
始
毫
も
渝

る
こ
と
無
か
り
き
。
人
心
の
憧
が
れ
向
ふ
高
大
の
理
想
は
神
の
愛
な
り
と
い
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ふ
中
心
思
想
を
基
と
し
て
、
幾
多
の
傑
作
あ
り
。
「
ク
レ
オ
ン
」
に
は
、
芸

術
美
に
倦
み
た
る
希
臘
詩
人
の
永
生
に
対
す
る
熱
望
の
悲
音
を
聞
く
べ
く
、

「
ソ
オ
ル
」
に
は
事
業
の
永
続
に
不
老
不
死
の
影
ば
か
り
な
る
を
喜
ぶ
事
の

は
か
な
き
夢
な
る
を
説
き
て
、
更
に
個
人
の
不
滅
を
断
言
す
。
「
亜
剌
比
亜

の
医
師
カ
ア
シ
ッ
シ
ュ
の
不
思
議
な
る
医
術
上
の
経
験
」
と
い
ふ
尺
牘
体
に

は
、
基
督
教
の
原
始
に
遡
り
て
、
意
外
の
側
面
に
信
仰
の
光
明
を
窺
ひ
、

「
砂
漠
の
臨
終
」
に
は
神
の
権
化
を
目
撃
せ
し
聖
約
翰
の
遺
言
を
耳
に
し
得

べ
し
。
然
れ
ど
も
こ
れ
等
の
信
仰
は
、
盲
目
な
る
狂
熱
の
独
断
に
あ
ら
ず
、

皆
冷
静
の
理
路
を
辿
り
、
若
し
く
は
、
精
練
、
微
を
穿
て
る
懐
疑
の
坩
堝
を

経
た
る
も
の
に
し
て
「
監
督
ブ
ル
ウ
グ
ラ
ム
の
護
法
論
」
「
フ
ェ
リ
シ
ュ
タ

ア
の
念
想
」
等
こ
れ
を
証
す
。
こ
れ
を
綜
ぶ
る
に
、
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
の
信
仰
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は
、
精
神
の
難
関
を
凌
ぎ
、
疑
惑
を
排
除
し
て
、
光
明
の
世
界
に
達
し
た
る

も
の
に
し
て
永
年
の
大
信
は
世
を
終
る
ま
で
動
か
ざ
り
き
。
「
ラ
・
セ
イ
ジ

ヤ
ス
」
の
秀
什
、
こ
の
想
を
述
べ
て
余
あ
り
、
又
、
千
八
百
六
十
四
年
の
詩

集
に
収
め
た
る
「
瞻
望
」
の
歌
と
、
千
八
百
八
十
九
年
の
詩
集
「
ア
ソ
ラ
ン

ド
オ
」
の
絶
筆
と
は
こ
の
詩
人
が
宗
教
観
の
根
本
思
想
を
包
含
す
。
訳
者

　
花
く
ら
べ
　
　
　
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ヤ

燕
も
来
ぬ
に
水
仙
花
、

大
寒
こ
さ
む
三
月
の
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風
に
も
め
げ
ぬ
凜
々
し
さ
よ
。

ま
た
は
ジ
ュ
ノ
ウ
の
ま
ぶ
た
よ
り
、

ヴ
ィ
イ
ナ
ス
神
の
息
よ
り
も

な
ほ
臈
た
く
も
あ
り
な
が
ら
、

菫
の
色
の
お
ぼ
つ
か
な
。

照
る
日
の
神
も
仰
ぎ
え
で

嫁
ぎ
も
せ
ぬ
に
散
り
は
つ
る

色
蒼
ざ
め
し
桜
草
、

こ
れ
も
少
女
の
習
か
や
。

そ
れ
に
ひ
き
か
へ
九
輪
草
、

編
笠
早
百
合
気
が
つ
よ
い
。
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百
合
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
な
か
に
、

鳶
尾
草
の
よ
け
れ
ど
も
、

あ
ゝ
、
今
は
無
し
、
し
よ
ん
が
い
な
。

　
花
の
教
　
　
　
　
　
ク
リ
ス
テ
ィ
ナ
・
ロ
セ
ッ
テ
ィ

心
を
と
め
て
窺
へ
ば
花
自
ら
教
あ
り
。

朝
露
の
野
薔
薇
の
い
へ
る
、

「
艶
な
り
や
、
わ
れ
ら
の
姿
、

刺
に
生
ふ
る
色
香
と
も
知
れ
。
」
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麦
生
の
ひ
ま
に
罌
粟
の
い
ふ
、

「
せ
め
て
は
紅
き
は
し
も
見
よ
、

そ
ば
め
ら
れ
た
る
身
な
れ
ど
も
、

験
あ
る
露
の
薬
水
を

盛
り
さ
ゝ
げ
た
る
盃
ぞ
。
」

こ
の
時
、
百
合
は
追
風
に
、

「
見
よ
、
人
、
わ
れ
は
言
葉
な
く

法
を
説
く
な
り
。
」

み
づ
か
ら
な
せ
る
葉
陰
よ
り
、

声
も
か
す
か
に
菫
草
、

「
人
は
あ
だ
な
る
香
を
き
け
ど
、
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わ
れ
ら
の
示
す
教
暁
ら
じ
。
」

　
小
曲
　
　
　
　
ダ
ン
テ
・
ゲ
ブ
リ
エ
ル
・
ロ
セ
ッ
テ
ィ

小
曲
は
刹
那
を
と
む
る
銘
文
、
ま
た
譬
ふ
れ
ば
、

過
ぎ
に
し
も
過
ぎ
せ
ぬ
過
ぎ
し
ひ
と
時
に
、
劫
の
「
心
」
の

捧
げ
た
る
願
文
に
こ
そ
。
光
り
匂
ふ
法
の
会
の
た
め
、

祥
も
な
き
預
言
の
た
め
、
折
か
ら
の
け
ぢ
め
は
あ
れ
ど
、

例
も
例
も
堰
き
あ
へ
ぬ
思
豊
か
に
て
切
に
あ
ら
な
む
。

「
日
」
の
歌
は
象
牙
に
け
づ
り
、
「
夜
」
の
歌
は
黒
檀
に
彫
り
、
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頭
な
る
華
の
か
ざ
し
は
輝
き
て
、
阿
古
屋
の
珠
と
、

照
り
わ
た
る
き
ら
び
の
栄
の
臈
た
さ
を
「
時
」
に
示
せ
よ
。

小
曲
は
古
泉
の
如
く
、
そ
が
表
、
心
あ
ら
は
る
、

う
ら
が
ね
を
い
づ
れ
の
力
し
ろ
す
と
も
。
あ
る
は
「
命
」
の

威
力
あ
る
も
と
め
の
貢
、
あ
る
は
ま
た
貴
に
妙
な
る

「
恋
」
の
供
奉
に
か
づ
け
の
纏
頭
と
贈
ら
む
も
、
よ
し
遮
莫

三
瀬
川
、
船
は
て
処
、
陰
暗
き
伊
吹
の
風
に
、

「
死
」
に
払
ふ
渡
の
し
ろ
と
、
船
人
の
掌
に
と
ら
さ
む
も
。
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恋
の
玉
座
　
　
ダ
ン
テ
・
ゲ
ブ
リ
エ
ル
・
ロ
セ
ッ
テ
ィ

心
の
よ
し
と
定
め
た
る
「
力
」
か
ず
か
ず
、
た
ぐ
へ
み
れ
ば
、

「
真
」
の
唇
は
か
し
こ
み
て
「
望
」
の
眼
、
天
仰
ぎ

「
誉
」
は
翼
、
音
高
に
埋
火
の
「
過
去
」
煽
ぎ
ぬ
れ
ば

飛
火
の
焔
、
紅
々
と
炎
上
の
ひ
か
り
忘
却
の

去
な
む
と
す
る
を
驚
し
、
飛
び
翔
け
る
を
ぞ
控
へ
た
る
。

ま
た
後
朝
に
巻
き
ま
き
し
玉
の
柔
手
の
名
残
よ
と
、

黄
金
く
し
げ
の
ひ
と
す
ぢ
を
肩
に
残
し
ゝ
「
若
き
世
」
や

「
死
出
」
の
挿
頭
と
、
例
も
例
も
あ
え
か
の
花
を
編
む
「
命
」
。
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「
恋
」
の
玉
座
は
、
さ
は
い
へ
ど
、
そ
こ
に
し
も
在
じ
、
空
遠
く
、

逢
瀬
、
別
の
辻
風
の
た
ち
迷
ふ
あ
た
り
、
離
り
た
る

夢
も
通
は
ぬ
遠
つ
ぐ
に
、
無
言
の
局
奥
深
く
、

設
け
ら
れ
た
り
。
た
と
へ
そ
れ
、
「
真
」
は
「
恋
」
の
真
心
を

夙
に
知
る
可
く
、
「
望
」
こ
そ
そ
を
預
言
し
、
「
誉
」
こ
そ

そ
が
た
め
に
よ
く
、
「
若
き
世
」
め
ぐ
し
、
「
命
」
惜
し
と
も
。

　
春
の
貢
　
　
　
ダ
ン
テ
・
ゲ
ブ
リ
エ
ル
・
ロ
セ
ッ
テ
ィ

草
う
る
は
し
き
岸
の
上
に
、
い
と
美
は
し
き
君
が
面
、
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わ
れ
は
横
へ
、
そ
の
髪
を
二
つ
に
わ
け
て
ひ
ろ
ぐ
れ
ば
、

う
ら
若
草
の
は
つ
花
も
、
は
な
白
み
て
や
、
黄
金
な
す

み
ぐ
し
の
間
の
こ
ゝ
か
し
こ
、
面
映
げ
に
も
覗
く
ら
む
。

去
年
と
や
い
は
む
今
年
と
や
年
の
境
も
み
え
わ
か
ぬ

け
ふ
の
こ
の
日
や
「
春
」
の
足
、
半
た
ゆ
た
ひ
、
小
李
の

葉
も
な
き
花
の
白
妙
は
雪
間
が
く
れ
に
迷
は
し
く
、

「
春
」
住
む
庭
の
四
阿
屋
に
風
の
通
路
ひ
ら
け
た
り
。

さ
れ
ど
卯
月
の
日
の
光
、
け
ふ
ぞ
谷
間
に
照
り
わ
た
る
。

仰
ぎ
て
眼
閉
ぢ
給
へ
、
い
ざ
く
ち
づ
け
む
君
が
面
、

水
枝
小
枝
に
み
ち
わ
た
る
「
春
」
を
ま
な
び
て
、
わ
が
恋
よ
、
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温
か
き
喉
、
熱
き
口
、
ふ
れ
さ
せ
た
ま
へ
、
け
ふ
こ
そ
は
、

契
も
か
た
き
み
や
づ
か
へ
、
恋
の
日
な
れ
や
。
冷
か
に

つ
め
た
き
人
は
永
久
の
や
ら
は
れ
人
と
貶
し
憎
ま
む
。

　
心
も
空
に
　
　
　
　
ダ
ン
テ
・
ア
リ
ギ
エ
リ

心
も
空
に
奪
は
れ
て
物
の
あ
は
れ
を
し
る
人
よ
、

今
わ
が
述
ぶ
る
言
の
葉
の
君
の
傍
に
近
づ
か
ば

心
に
思
ひ
給
ふ
こ
と
応
へ
給
ひ
ね
、
洩
れ
な
く
と
、

綾
に
畏
こ
き
大
御
神
「
愛
」
の
御
名
も
て
告
げ
ま
つ
る
。

115



さ
て
も
星
影
き
ら
ゝ
か
に
、
更
け
行
く
夜
も
三
つ
一
つ

ほ
と
ほ
と
過
ぎ
し
折
し
も
あ
れ
、
忽
ち
四
方
は
照
渡
り
、

「
愛
」
の
御
姿
う
つ
そ
身
に
現
は
れ
い
で
し
不
思
議
さ
よ
。

お
し
は
か
る
だ
に
、
そ
の
性
の
恐
し
と
き
く
荒
神
も

御
気
色
い
と
ゞ
麗
は
し
く
在
す
が
如
く
お
も
ほ
え
て
、

御
手
に
は
わ
れ
が
心
の
臓
、
御
腕
に
は
貴
や
か
に

あ
え
か
の
君
の
寝
姿
を
、
衣
う
ち
か
け
て
、
か
い
抱
き
、

や
を
ら
動
か
し
、
交
睫
の
醒
め
た
る
ほ
ど
に
心
の
臓
、
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さ
ゝ
げ
進
む
れ
ば
、
か
の
君
も
恐
る
恐
る
に
聞
し
け
り
。

「
愛
」
は
乃
ち
馳
せ
去
り
つ
、
馳
せ
走
り
な
が
ら
打
泣
き
ぬ
。

　
鷺
の
歌
　
　
　
　
　
エ
ミ
イ
ル
・
ヴ
ェ
ル
ハ
ア
レ
ン

ほ
の
ぐ
ら
き
黄
金
隠
沼
、

骨
蓬
の
白
く
さ
け
る
に
、

静
か
な
る
鷺
の
羽
風
は

徐
に
影
を
落
し
ぬ
。
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水
の
面
に
影
は
漂
ひ
、

広
ご
り
て
、
こ
ろ
も
に
似
た
り
。

天
な
る
や
、
鳥
の
通
路
、

羽
ば
た
き
の
音
も
た
え
だ
え
。

漁
子
の
い
と
賢
し
ら
に

清
ら
な
る
網
を
う
て
ど
も
、

空
翔
け
る
奇
し
き
翼
の

お
と
な
ひ
を
ゆ
め
だ
に
し
ら
ず
。

ま
た
知
ら
ず
日
に
夜
を
つ
ぎ
て
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溝
の
う
ち
泥
土
の
底

鬱
憂
の
網
に
待
つ
も
の

久
方
の
光
に
飛
ぶ
を
。

ボ
ド
レ
エ
ル
に
ほ
の
め
き
ヴ
ェ
ル
レ
エ
ヌ
に
現
は
れ
た
る
詩
風
は
こ
こ
に
至

り
て
、
終
に
象
徴
詩
の
新
体
を
成
し
た
り
。
こ
の
「
鷺
の
歌
」
以
下
、
「
嗟

嘆
」
に
至
る
ま
で
の
詩
は
多
少
皆
象
徴
詩
の
風
格
を
具
ふ
。
訳
者

　
法
の
夕
　
　
　
　
　
エ
ミ
イ
ル
・
ヴ
ェ
ル
ハ
ア
レ
ン
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夕
日
の
国
は
野
も
山
も
、
そ
の
「
平
安
」
や
「
寂
寥
」
の

黝
の
色
の
毛
布
も
て
掩
へ
る
如
く
、
物
寂
び
ぬ
。

万
物
凡
て
整
ふ
り
、
折
り
め
正
し
く
、
ぬ
め
ら
か
に
、

物
の
象
も
筋
め
よ
く
、
ビ
ザ
ン
チ
ン
絵
の
式
の
如
。

時
雨
村
雨
、
中
空
を
雨
の
矢
数
に
つ
ん
ざ
き
ぬ
。

見
よ
、
一
天
は
紺
青
の
伽
藍
の
廊
の
色
に
し
て
、

今
こ
そ
時
は
西
山
に
入
日
傾
く
夕
ま
ぐ
れ
、

日
の
金
色
に
烏
羽
玉
の
夜
の
白
銀
ま
じ
る
ら
む
。

め
ぢ
の
界
に
物
も
無
し
、
唯
遠
長
き
並
木
路
、
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路
に
沿
ひ
た
る
樫
の
樹
は
、
巨
人
の
列
の
佇
立
、

疎
ら
に
生
ふ
る
箒
木
や
、
新
墾
小
田
の
末
か
け
て
、

鋤
休
め
た
る
野
ら
ま
で
も
領
ず
る
顔
の
姿
か
な
。

木
立
を
見
れ
ば
沙
門
等
が
野
辺
の
送
の
営
に
、

夕
暮
が
た
の
悲
を
心
に
痛
み
歩
む
ご
と
、

ま
た
古
の
六
部
等
が
後
世
安
楽
の
願
か
け
て
、

霊
場
詣
、
杖
重
く
、
番
の
御
寺
を
訪
ひ
し
ご
と
。

赤
々
と
し
て
暮
れ
か
ゝ
る
入
日
の
影
は
牡
丹
花
の

眠
れ
る
如
く
う
つ
ろ
ひ
て
、
河
添
馬
道
開
け
た
り
。
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噫
、
冬
枯
や
、
法
師
め
く
か
の
行
列
を
見
て
あ
れ
ば
、

た
と
し
へ
も
な
く
静
か
な
る
夕
の
空
に
二
列
、

瑠
璃
の
御
空
の
金
砂
子
、
星
輝
け
る
神
前
に

進
み
近
づ
く
夕
づ
と
め
、
ゆ
く
て
を
照
ら
す
星
辰
は

壇
に
捧
ぐ
る
御
明
の
大
燭
台
の
心
に
し
て
、

火
こ
そ
み
え
け
れ
、
其
棹
の
閻
浮
提
金
ぞ
隠
れ
た
る
。

　
水
か
ひ
ば
　
　
　
　
エ
ミ
イ
ル
・
ヴ
ェ
ル
ハ
ア
レ
ン
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ほ
ら
あ
な
め
き
し
落
窪
の
、

夢
も
曇
る
か
、
こ
も
り
沼
は
、

腹
し
め
す
ま
で
浸
り
た
る

ま
だ
ら
牡
牛
の
水
か
ひ
場
。

坂
く
だ
り
ゆ
く
牧
が
む
れ
、

牛
は
練
り
あ
し
、
馬
は
※
、

時
し
も
あ
れ
や
、
落
日
に

嘯
き
吼
ゆ
る
黄
牛
よ
。

日
の
か
ぐ
ろ
ひ
の
寂
寞
や
、
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色
も
、
に
ほ
ひ
も
、
日
の
か
げ
も
、

梢
の
し
づ
く
、
夕
栄
も
。

靄
は
刈
穂
の
は
ふ
り
衣
、

夕
闇
と
ざ
す
路
遠
み
、

牛
の
う
め
き
や
、
断
末
魔
。

　
畏
怖
　
　
　
　
　
　
エ
ミ
イ
ル
・
ヴ
ェ
ル
ハ
ア
レ
ン

北
に
面
へ
る
わ
が
畏
怖
の
原
の
上
に
、
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牧
羊
の
翁
、
神
楽
月
、
角
を
吹
く
。

物
憂
き
羊
小
舎
の
か
ど
に
、
す
ぐ
だ
ち
て
、

災
殃
の
ご
と
、
死
の
羊
群
を
誘
ふ
。

き
し
方
の
悔
を
も
て
築
き
た
る
此
小
舎
は

か
ぎ
り
も
な
き
、
わ
が
憂
愁
の
邦
に
在
り
て
、

ゆ
く
水
の
な
が
れ
薄
荷
莢
※
に
お
ほ
は
れ
、

い
ざ
よ
ひ
の
波
も
重
き
か
、
蜘
手
に
澱
む
。

肩
に
赤
十
字
あ
る
墨
染
の
小
羊
よ
、

色
も
の
凄
き
羊
群
も
長
棹
の
鞭
に
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撻
れ
て
帰
る
、
た
づ
た
づ
し
、
罪
の
ね
り
あ
し
。

疾
風
に
歌
ふ
牧
羊
の
翁
、
神
楽
月
よ
、

今
、
わ
が
頭
掠
め
し
稲
妻
の
光
に

こ
の
夕
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
き
わ
が
命
か
な
。

　
火
宅
　
　
　
　
　
　
エ
ミ
イ
ル
・
ヴ
ェ
ル
ハ
ア
レ
ン

嗚
呼
、
爛
壊
せ
る
黄
金
の
毒
に
中
り
し
大
都
会
、

石
は
叫
び
烟
舞
ひ
の
ぼ
り
、
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驕
慢
の
円
葢
よ
、
塔
よ
、
直
立
の
石
柱
よ
、

虚
空
は
震
ひ
、
労
役
の
た
ぎ
ち
沸
く
を
、

好
む
や
、
汝
、
こ
の
大
畏
怖
を
、
叫
喚
を
、

あ
は
れ
旅
人
、

悲
み
て
夢
う
つ
ら
離
り
て
行
く
か
、
濁
世
を
、

つ
ゝ
む
火
焔
の
帯
の
停
車
場
。

中
空
の
山
け
た
ゝ
ま
し
跳
り
過
ぐ
る
火
輪
の
響
。

な
が
胸
を
焦
す
早
鐘
、
陰
々
と
、
と
よ
も
す
音
も
、

こ
の
夕
、
都
会
に
打
ち
ぬ
。
炎
上
の
焔
、
赤
々
、

千
万
の
火
粉
の
光
、
う
ち
つ
け
に
面
を
照
ら
し
、
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声
黒
き
わ
め
き
、
さ
け
び
は
、
妄
執
の
心
の
矢
声
。

満
身
す
べ
て
涜
聖
の
言
葉
に
捩
れ
、

意
志
あ
へ
な
く
も
狂
瀾
に
の
ま
れ
を
は
ん
ぬ
。

実
に
自
ら
を
矜
り
つ
ゝ
、
将
、
咀
ひ
ぬ
る
、
あ
は
れ
、
人
の
世
。

　
時
鐘
　
　
　
　
　
　
エ
ミ
イ
ル
・
ヴ
ェ
ル
ハ
ア
レ
ン

館
の
闇
の
静
か
な
る
夜
に
も
な
れ
ば
訝
し
や
、

廊
下
の
あ
な
た
、
か
た
こ
と
ゝ
、
※
杖
の
お
と
、
杖
の
音
、

「
時
」
の
階
の
あ
が
り
お
り
、
小
股
に
刻
む
音
な
ひ
は
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こ
れ
や
時
鐘
の
忍
足
。

硝
子
の
葢
の
後
に
は
、
白
鑞
の
面
飾
な
く
、

花
形
模
様
色
褪
め
て
、
時
の
数
字
も
さ
ら
ぼ
ひ
ぬ
。

人
の
気
絶
え
し
渡
殿
の
影
ほ
の
ぐ
ら
き
朧
月
よ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
や
時
鐘
の
眼
の
光
。

う
ち
沈
み
た
る
ね
び
声
に
機
の
お
も
り
、
音
ひ
ね
て
、

槌
に
鑢
の
音
も
か
す
れ
、
言
葉
悲
し
き
木
の
函
よ
、

細
身
の
秒
の
指
の
お
と
、
片
言
ま
じ
り
お
ぼ
つ
か
な
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
や
時
鐘
の
針
の
声
。
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角
な
る
函
は
樫
づ
く
り
、
焦
茶
の
色
の
框
は
め
て
、

冷
た
き
壁
に
封
じ
た
る
棺
の
な
か
に
隠
れ
す
む

「
時
」
の
老
骨
、
き
し
き
し
と
、
数
噛
む
音
の
歯
ぎ
し
り
や
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ぞ
時
鐘
の
恐
ろ
し
さ
。

げ
に
時
鐘
こ
そ
不
思
議
な
れ
。

あ
る
は
、
木
履
を
曳
き
悩
み
、
あ
る
は
徒
跣
に
音
を
窃
み
、

忠
々
し
く
も
、
い
そ
し
み
て
、
古
く
仕
ふ
る
は
し
た
女
か
。

柱
時
鐘
を
見
詰
む
れ
ば
、
針
の
コ
ム
パ
ス
、
身
の
搾
木
。
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黄
昏
　
　
　
　
　
　
ジ
ォ
ル
ジ
ュ
・
ロ
オ
デ
ン
バ
ッ
ハ

夕
暮
が
た
の
蕭
や
か
さ
、
燈
火
無
き
室
の
蕭
や
か
さ
。

か
は
た
れ
刻
は
蕭
や
か
に
、
物
静
か
な
る
死
の
如
く
、

朧
々
の
物
影
の
や
を
ら
浸
み
入
り
広
ご
る
に
、

ま
づ
天
井
の
薄
明
、
光
は
消
え
て
日
も
暮
れ
ぬ
。

物
静
か
な
る
死
の
如
く
、
微
笑
作
る
か
は
た
れ
に
、

曇
れ
る
鏡
よ
く
見
れ
ば
、
別
の
手
振
う
れ
た
く
も

わ
が
俤
は
蕭
や
か
に
辷
り
失
せ
な
む
気
色
に
て
、
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影
薄
れ
ゆ
き
、
色
蒼
み
、
絶
え
な
む
と
し
て
消
つ
べ
き
か
。

壁
に
掲
け
た
る
油
画
に
、
あ
る
は
朧
に
色
褪
め
し
、

框
を
は
め
た
る
追
憶
の
、
そ
こ
は
か
と
な
く
留
ま
れ
る

人
の
記
憶
の
図
の
上
に
心
の
国
の
山
水
や
、

筆
に
ゑ
が
け
る
風
景
の
黒
き
雪
か
と
降
り
積
る
。

夕
暮
が
た
の
蕭
や
か
さ
。
あ
ま
り
に
物
の
ね
び
た
れ
ば
、

沈
め
る
音
の
絃
の
器
に
、
※
を
か
け
た
る
思
に
て
、

無
言
を
辿
る
恋
な
か
の
深
き
二
人
の
眼
差
も
、

花
毛
氈
の
唐
草
に
絡
み
て
縒
る
ゝ
夢
心
地
。

132海潮音



い
と
徐
ろ
に
日
の
光
陰
ろ
ひ
て
ゆ
く
蕭
や
か
さ
。

文
目
も
お
ぼ
ろ
、
蕭
や
か
に
、
噫
、
蕭
や
か
に
、
つ
く
ね
ん
と
、

沈
黙
の
郷
の
偶
座
は
一
つ
の
香
に
ふ
た
色
の

匂
交
れ
る
思
に
て
、
心
は
一
つ
、
え
こ
そ
語
ら
ね
。

　
銘
文
　
　
　
　
　
　
ア
ン
リ
・
ド
ゥ
・
レ
ニ
エ

夕
ま
ぐ
れ
、
森
の
小
路
の
四
辻
に

夕
ま
ぐ
れ
、
風
の
も
な
か
の
逍
遙
に
、
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竈
の
灰
や
、
歳
月
に
倦
み
労
れ
来
て
、

定
業
の
わ
が
行
末
も
し
ら
ま
弓
、

杖
と
佇
む
。

路
の
ゆ
く
て
に
「
日
」
は
多
し
、

今
更
な
が
ら
、
行
き
て
む
か
。

ゆ
ふ
べ
ゆ
ふ
べ
の
旅
枕
、

水
こ
え
、
山
こ
え
、
夢
こ
え
て
、

つ
ひ
の
や
ど
り
は
い
づ
か
た
ぞ
。

そ
は
玄
妙
の
、
静
寧
の
「
死
」
の
大
神
が
、

わ
が
ま
な
こ
、
閉
ぢ
給
ふ
国
、
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黄
金
の
、
浦
安
の
妙
な
る
封
に
。

高
樫
の
寂
寥
の
森
の
小
路
よ
。

岩
角
に
懈
怠
よ
ろ
ぼ
ひ
、

き
り
石
に
足
弱
悩
み
、

歩
む
毎
、

き
し
か
た
の
血
潮
流
れ
て
、

木
枯
の
颯
々
た
り
や
、
高
樫
に
。

噫
、
わ
れ
倦
み
ぬ
。

赤
楊
の
落
葉
の
森
の
小
路
よ
。
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道
行
く
人
は
木
葉
な
す
、

蒼
ざ
め
が
ほ
の
耻
の
お
も
、

ぬ
か
り
み
迷
ひ
、
群
れ
ゆ
け
ど
、

か
た
み
に
避
け
て
、
よ
そ
み
が
ち
。

泥
濘
の
、
し
た
ゝ
り
の
森
の
小
路
よ
、

憂
愁
を
風
は
葉
並
に
囁
き
ぬ
。

し
ろ
が
ね
の
、
月
代
の
霜
さ
ゆ
る
隠
沼
は

た
そ
が
れ
に
、
こ
の
道
の
は
て
に
澱
み
て

げ
に
こ
ゝ
は
「
鬱
憂
」
の

鬼
が
栖
む
国
。
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秦
皮
の
、
真
砂
、
い
さ
ご
の
、
森
の
小
路
よ
、

微
風
も
足
音
た
て
ず
、

梢
よ
り
梢
に
わ
た
り
、

山
蜜
の
色
よ
き
花
は

金
色
の
砂
子
の
光
、

お
の
づ
か
ら
曲
れ
る
路
は

人
さ
ら
に
な
ぞ
へ
を
知
ら
ず
、

こ
の
さ
き
の
都
の
ま
ち
は

ま
れ
び
と
を
迎
ふ
と
き
ゝ
ぬ
。

い
ざ
足
を
そ
こ
に
止
め
む
か
。

あ
な
く
や
し
、
わ
れ
は
え
ゆ
か
じ
。
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他
の
生
の
途
の
か
た
は
ら
、

「
物
影
」
の
亡
骸
守
る

わ
が
「
願
」
の
通
夜
を
思
へ
ば
。

高
樫
の
路
わ
れ
は
ゆ
か
じ
な
、

秦
皮
や
、
赤
楊
の
路
、

日
の
か
た
や
、
都
の
か
た
や
、
水
の
か
た
、

な
べ
て
ゆ
か
じ
な
。

噫
、
小
路
、

血
や
に
じ
む
わ
が
足
の
お
と
、

死
し
た
り
と
思
ひ
し
そ
れ
も
、
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あ
は
れ
な
り
、
も
ど
り
来
た
る
か
、

地
響
の
わ
れ
に
さ
き
だ
つ
。

噫
、
小
路
、

安
逸
の
、
醜
辱
の
、
驕
慢
の
森
の
小
路
よ
、

あ
だ
な
り
し
わ
が
世
の
友
か
、
吹
風
は
、

高
樫
の
木
下
蔭
に

声
は
さ
や
さ
や
、

涙
さ
め
ざ
め
。

あ
な
、
あ
は
れ
、
き
の
ふ
ゆ
ゑ
、
夕
暮
悲
し
、

あ
な
、
あ
は
れ
、
あ
す
ゆ
ゑ
に
、
夕
暮
苦
し
、
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あ
な
、
あ
は
れ
、
身
の
ゆ
ゑ
に
、
夕
暮
重
し
。

　
愛
の
教
　
　
　
　
　
ア
ン
リ
・
ド
ゥ
・
レ
ニ
エ

い
づ
れ
は
「
夜
」
に
入
る
人
の

を
さ
な
心
も
青
春
も
、

今
は
た
過
ぎ
し
け
ふ
の
日
や
、

従
容
と
し
て
、
ひ
と
り
き
く
、

「
冬
篳
篥
」
に
さ
き
だ
ち
て
、

「
秋
」
に
響
か
ふ
「
夏
笛
」
を
。
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（
現
世
に
し
て
は
、
ひ
と
つ
な
り
、

物
の
あ
は
れ
も
、
さ
い
は
ひ
も
。
）

あ
ゝ
、
聞
け
、
楽
の
や
む
ひ
ま
を

「
長
月
姫
」
と
「
葉
月
姫
」
、

な
が
「
憂
愁
」
と
「
歓
楽
」
と

語
ら
ふ
声
の
蕭
や
か
さ
。

（
熟
し
う
み
た
る
く
だ
も
の
ゝ

つ
は
り
て
枝
や
撓
む
ら
む
。
）

あ
は
れ
、
微
風
、
さ
や
さ
や
と

伊
吹
の
す
ゑ
は
木
枯
を

誘
ふ
と
知
れ
ば
、
憂
か
れ
ど
も
、
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け
ふ
木
枯
も
そ
よ
風
も

口
ふ
れ
あ
ひ
て
、
熟
睡
せ
り
。

森
蔭
は
ま
だ
夏
緑
、

夕
ま
ぐ
れ
、
空
よ
り
落
ち
て
、

笛
の
音
は
山
鳩
よ
ば
ひ
、

「
夏
」
の
歌
「
秋
」
を
揺
り
ぬ
。

曙
の
美
し
か
ら
ば
、

そ
の
昼
は
晴
れ
わ
た
る
べ
く
、

心
だ
に
優
し
く
あ
ら
ば
、

身
の
夜
も
楽
し
か
る
ら
む
。

ほ
ゝ
ゑ
み
は
口
の
さ
う
び
花
、
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も
つ
れ
髪
、
髷
に
ゆ
ふ
べ
く
、

真
清
水
や
い
つ
も
澄
み
た
る
。

あ
ゝ
人
よ
、
「
愛
」
を
命
の
法
と
せ
ば
、

星
や
照
ら
さ
む
、
な
が
足
を
、

い
づ
れ
は
「
夜
」
に
入
ら
む
時
。

　
花
冠
　
　
　
　
　
　
ア
ン
リ
・
ド
ゥ
・
レ
ニ
エ

途
の
つ
か
れ
に
項
垂
れ
て
、

黙
然
た
り
や
、
お
も
か
げ
の
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あ
ら
は
れ
浮
ぶ
わ
が
「
想
」
。

命
の
朝
の
か
し
ま
だ
ち
、

世
路
に
ほ
こ
る
い
き
ほ
ひ
も
、

今
、
た
そ
が
れ
の
お
と
ろ
へ
を

透
し
み
す
れ
ば
、
わ
な
ゝ
き
て
、

顔
背
く
る
ぞ
、
あ
は
れ
な
る
。

思
ひ
か
ね
つ
ゝ
、
ま
た
み
る
に
、

避
け
て
、
よ
そ
み
て
、
う
な
だ
る
ゝ
、

あ
ら
、
な
つ
か
し
の
わ
が
「
想
」
。

げ
に
こ
そ
思
へ
、
「
時
」
の
山
、
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山
越
え
い
で
て
、
さ
す
か
た
や
、

「
命
」
の
里
に
、
も
と
ほ
り
し

な
が
足
音
も
き
の
ふ
か
な
。

さ
て
、
い
か
に
せ
し
、
盃
に

水
や
み
ち
た
る
。
と
し
ご
ろ
の

願
の
泉
は
と
め
た
る
か
。

あ
な
空
手
、
唇
乾
き
、

と
こ
し
へ
の
渇
に
苦
め
る

い
と
冷
や
き
笑
を
湛
へ
て
、

ゆ
び
さ
せ
る
其
足
も
と
に
、
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玉
の
屑
、
埴
土
の
か
た
わ
れ
。

つ
ぎ
な
る
汝
は
い
か
に
せ
し
、

こ
は
す
さ
ま
じ
き
姿
か
な
。

そ
の
か
み
の
臈
た
き
風
情
、

嫋
竹
の
、
あ
え
か
の
な
れ
も
、

鈍
な
り
や
、
宴
の
く
づ
れ
、

み
だ
れ
髪
、
肉
お
き
た
る
み
、

酒
の
香
に
、
衣
も
な
よ
び
て
、

蹈
む
足
も
酔
ひ
さ
ま
だ
れ
ぬ
。

あ
な
忌
々
し
、
と
く
去
ね
よ
、
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さ
て
、
ま
た
次
の
な
れ
が
面
、

み
れ
ば
麗
容
う
つ
ろ
ひ
て
、

悲
、
削
ぎ
し
や
つ
れ
が
ほ
、

指
組
み
絞
り
胸
隠
す

双
の
手
振
の
怪
し
き
は
、

饐
ゑ
た
る
血
に
ぞ
、
怨
恨
の

毒
な
が
す
な
る
く
ち
蝮
を

掩
は
む
た
め
の
す
さ
び
か
な
。

ま
た
「
驕
慢
」
に
音
づ
れ
し
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な
が
獲
物
を
と
、
う
ら
ど
ふ
に
、

え
び
染
の
き
ぬ
は
、
や
れ
さ
け
、

笏
の
牙
も
、
ゆ
が
み
た
わ
め
り
。

又
、
な
に
も
の
ぞ
、
ほ
て
り
た
る

も
ろ
手
ひ
ろ
げ
て
「
楽
欲
」
に

ら
う
が
は
し
く
も
走
り
し
は
。

酔
狂
の
抱
擁
酷
く

唇
を
噛
み
破
ら
れ
て
、

満
面
に
爪
あ
と
た
ち
ぬ
。

興
ざ
め
た
り
な
、
こ
の
く
る
ひ
、

わ
れ
を
棄
つ
る
か
、
わ
が
「
想
」
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あ
は
れ
、
耻
か
し
、
こ
の
み
ざ
ま
、

な
れ
み
づ
か
ら
を
い
か
に
す
る
。

し
か
は
あ
れ
ど
も
、
そ
が
な
か
に
、

行
清
き
た
ゞ
ひ
と
り
、

き
ぬ
も
け
が
れ
と
、
は
だ
か
身
に
、

出
で
ゆ
き
し
よ
り
、
け
ふ
ま
で
も
、

あ
だ
し
「
想
」
の
姉
妹
と

道
異
な
る
か
、
か
へ
り
来
ぬ

　
　
あ
ゝ
行
か
ば
や
な
　
　
汝
が
も
と
に
。

法
苑
林
の
奥
深
く
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素
足
の
「
愛
」
の
玉
容
に

な
れ
は
、
ゐ
よ
り
て
、
睦
み
つ
ゝ
、

霊
華
の
房
を
摘
み
あ
ひ
て
、

う
け
つ
、
あ
た
へ
つ
、
と
り
か
は
し

双
の
額
を
こ
も
ご
も
に
、

飾
る
や
、
一
の
花
の
冠
。

ホ
セ
・
マ
リ
ヤ
・
デ
・
エ
レ
デ
ィ
ヤ
は
金
工
の
如
く
ア
ン
リ
・
ド
ゥ
・
レ
ニ

エ
は
織
人
の
如
し
。
ま
た
、
譬
喩
を
珠
玉
に
求
め
む
か
、
彼
に
は
青
玉
黄
玉

の
光
輝
あ
り
、
こ
れ
に
は
乳
光
柔
き
蛋
白
石
の
影
を
浮
べ
、
色
に
曇
る
を
見

る
可
し
。
訳
者
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延
び
あ
く
び
せ
よ
　
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ヴ
ィ
エ
レ
・
グ
リ
フ
ィ
ン

延
び
あ
く
び
せ
よ
、
傍
に
「
命
」
は
倦
み
ぬ
、

　
　
朝
明
よ
り
夕
を
か
け
て
熟
睡
す
る

　
　
そ
の
臈
た
げ
さ
労
ら
し
さ
、

　
　
ね
む
り
眼
の
う
ま
し
「
命
」
や
。

起
き
い
で
よ
、
呼
ば
は
り
て
、
過
ぎ
行
く
夢
は

大
影
の
奥
に
か
く
れ
つ
。

今
に
し
て
躊
躇
な
さ
ば
、
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ゆ
く
末
に
何
の
導
ぞ
。

呼
ば
は
り
て
過
ぎ
行
く
夢
は

去
り
ぬ
神
秘
に
。

い
で
た
ち
の
旅
路
の
糧
を
手
握
り
て
、

歩
も
い
と
ゞ
速
ま
さ
る

愛
の
一
念
ま
し
ぐ
ら
に
、

急
げ
、
と
く
行
け
、

呼
ば
は
り
て
、
過
ぎ
行
く
夢
は
、

夢
は
、
ま
た
帰
り
来
な
く
に
、
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進
め
よ
、
走
せ
よ
、
物
陰
に
、

畏
を
な
す
か
、
深
淵
に
、

あ
な
、
急
げ
…
…
あ
ゝ
遅
れ
た
り
。

は
し
け
や
し
「
命
」
は
愛
に
熟
睡
し
て
、

栲
綱
の
白
腕
に
な
れ
を
巻
く
。

　
　
噫
遅
れ
た
り
、
呼
ば
は
り
て
過
ぎ
行
く
夢
の

い
ま
し
め
も
あ
だ
な
り
け
り
な
。

ゆ
き
ず
り
に
、
夢
は
嘲
る
…
…

さ
る
か
ら
に
、

む
し
ろ
「
命
」
に
口
触
れ
て
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こ
れ
に
生
ま
せ
よ
、
芸
術
を
。

無
言
を
祷
る
か
の
夢
の

教
を
き
か
で
、
無
辺
な
る
神
に
憧
る
ゝ
事
な
く
ば
、

た
ち
か
へ
り
、
色
よ
き
「
命
」
か
き
抱
き
、

な
れ
が
刹
那
を
長
久
に
せ
よ
。

死
の
憂
愁
に
歓
楽
に

霊
妙
音
を
生
ま
せ
な
ば
、

な
が
亡
き
後
に
残
り
ゐ
て
、

は
た
、
さ
ゞ
め
か
む
、
は
た
、
な
か
む
、

う
れ
し
の
森
に
、
春
風
や

若
緑
、
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去
年
を
繰
返
の
愛
の
ま
ね
ぎ
に
。

さ
れ
ば
ぞ
歌
へ
微
笑
の
栄
の
光
に
。

　
伴
奏
　
　
　
　
　
　
ア
ル
ベ
エ
ル
・
サ
マ
ン

　
白
銀
の
筐
柳
、
菩
提
樹
や
、
榛
の
樹
や
…
…

　
水
の
面
に
月
の
落
葉
よ
…
…

夕
の
風
に
櫛
け
づ
る
丈
長
髪
の
匂
ふ
ご
と
、

夏
の
夜
の
薫
な
つ
か
し
、
か
げ
黒
き
湖
の
上
、
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水
薫
る
淡
海
ひ
ら
け
鏡
な
す
波
の
か
ゞ
や
き
。

楫
の
音
も
う
つ
ら
う
つ
ら
に

夢
を
ゆ
く
わ
が
船
の
あ
し
。

船
の
あ
し
、
空
を
も
ゆ
く
か
、

か
た
ち
な
き
水
に
う
か
び
て

な
ら
べ
た
る
ふ
た
つ
の
櫂
は

「
徒
然
」
の
櫂
「
無
言
」
が
い
。
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水
の
面
の
月
影
な
し
て

波
の
上
の
楫
の
音
な
し
て

わ
が
胸
に
吐
息
ち
ら
ば
ふ
。

　
賦
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ァ
ン
・
モ
レ
ア
ス

色
に
賞
で
に
し
紅
薔
薇
、
日
に
け
に
花
は
散
り
は
て
ゝ
、

唐
棣
花
色
よ
き
若
立
も
、
季
こ
と
ご
と
く
し
め
あ
へ
ず
、

そ
よ
そ
よ
風
の
手
枕
に
、
は
や
日
数
経
し
け
ふ
の
日
や
、

つ
れ
な
き
北
の
木
枯
に
、
河
氷
る
べ
き
な
が
め
か
な
。
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噫
、
歓
楽
よ
、
今
さ
ら
に
、
な
じ
か
は
、
せ
め
て
争
は
む
、

知
ら
ず
や
、
か
ゝ
る
雄
誥
の
、
世
に
類
無
く
烏
滸
な
る
を
、

ゆ
ゑ
だ
も
な
く
て
、
徒
に
痴
れ
た
る
思
、
去
り
も
あ
へ
ず
、

「
悲
哀
」
の
琴
の
糸
の
緒
を
、
ゆ
し
按
ず
る
ぞ
無
益
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
＊

ゆ
め
、
な
語
り
そ
、
人
の
世
は
悦
お
ほ
き
宴
ぞ
と
。

そ
は
愚
か
し
き
あ
だ
心
、
は
た
や
卑
し
き
癡
れ
ご
こ
ち
。

こ
と
に
歎
く
な
、
現
世
を
涯
も
知
ら
ぬ
苦
界
よ
と
。
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益
無
き
勇
の
逸
気
は
、
た
ゞ
い
ち
早
く
悔
い
ぬ
ら
む
。

春
日
霞
み
て
、
葦
蘆
の
さ
ゞ
め
く
が
如
、
笑
み
わ
た
れ
。

磯
浜
か
け
て
風
騒
ぎ
波
お
と
な
ふ
が
ご
と
、
泣
け
よ
。

一
切
の
快
楽
を
尽
し
、
一
切
の
苦
患
に
堪
へ
て
、

豊
の
世
と
称
ふ
る
も
よ
し
、
夢
の
世
と
観
ず
る
も
よ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
＊

死
者
の
み
、
ひ
と
り
吾
に
聴
く
、
奥
津
城
処
、
わ
が
栖
家
。

世
の
終
る
ま
で
、
吾
は
し
も
己
が
心
の
あ
だ
が
た
き
。
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亡
恩
に
栄
華
は
尽
き
む
、
里
鴉
畠
を
あ
ら
さ
む
、

収
穫
時
の
頼
な
き
も
、
吾
は
い
そ
し
み
て
種
を
播
か
む
。

ゆ
め
、
自
ら
は
悲
ま
じ
。
世
の
木
枯
も
な
に
か
あ
ら
む
。

あ
は
れ
侮
蔑
や
、
誹
謗
を
や
、
大
凶
事
の
迫
害
を
や
。

た
ゞ
、
詩
の
神
の
箜
篌
の
上
、
指
を
ふ
る
れ
ば
、
わ
が
楽
の

日
毎
に
清
く
澄
み
わ
た
り
、
霊
妙
音
の
鳴
る
が
楽
し
さ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
＊

長
雨
空
の
喪
過
ぎ
て
、
さ
す
や
忽
ち
薄
日
影
、
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冠
の
花
葉
ふ
り
お
と
す
栗
の
林
の
枝
の
上
に
、

水
の
お
も
て
に
、
遅
花
の
花
壇
の
上
に
、
わ
が
眼
に
も
、

照
り
添
ふ
匂
な
つ
か
し
き
秋
の
日
脚
の
白
み
た
る
。

日
よ
何
の
意
ぞ
、
夏
花
の
こ
ぼ
れ
て
散
る
も
惜
か
ら
じ
、

は
た
禁
め
え
じ
、
落
葉
の
風
の
ま
に
ま
に
吹
き
交
ふ
も
。

水
や
曇
れ
、
空
も
鈍
び
よ
、
た
ゞ
悲
の
わ
れ
に
在
ら
ば
、

想
は
こ
れ
に
養
は
れ
、
心
は
た
め
に
勇
を
え
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
＊
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わ
れ
は
夢
む
、
滄
海
の
天
の
色
、
哀
深
き
入
日
の
影
を
、

わ
だ
つ
み
の
灘
は
荒
れ
て
、
風
を
痛
み
、
甚
振
る
波
を
、

ま
た
思
ふ
釣
船
の
海
人
の
子
を
、
巌
穴
に
隠
ろ
ふ
蟹
を
、

青
眼
の
ネ
ア
イ
ラ
を
、
グ
ラ
ウ
コ
ス
、
プ
ロ
オ
テ
ィ
ウ
ス
を
。

又
思
ふ
、
路
の
辺
を
あ
さ
り
ゆ
く
物
乞
の
漂
浪
人
を
、

栖
み
慣
れ
し
軒
端
が
も
と
に
、
休
ひ
ゐ
る
賤
が
翁
を

斧
の
柄
を
手
握
り
も
ち
て
、
肩
か
ゞ
む
杣
の
工
を
、

げ
に
思
ひ
い
づ
、
鳴
神
の
都
の
騒
擾
、
村
肝
の
心
の
痍
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　
＊
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こ
の
一
切
の
無
益
な
る
世
の
煩
累
を
振
り
す
て
ゝ
、

も
の
恐
ろ
し
く
汚
れ
た
る
都
の
憂
あ
と
に
し
て
、

終
に
分
け
入
る
森
蔭
の
清
し
き
宿
求
め
え
な
ば
、

光
も
澄
め
る
湖
の
静
け
き
岸
に
わ
れ
は
悟
ら
む
。

否
、
寧
わ
れ
は
お
ほ
わ
だ
の
波
う
ち
ぎ
は
に
夢
み
む
。

幼
年
の
日
を
養
ひ
し
大
揺
籃
の
わ
だ
つ
み
よ
、

ほ
だ
し
も
波
の
鴎
鳥
、
呼
び
か
ふ
声
を
耳
に
し
て
、

磯
根
に
近
き
岩
枕
汚
れ
し
眼
、
洗
は
ば
や
。
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＊

噫
い
ち
早
く
襲
ひ
来
る
冬
の
日
、
な
に
か
恐
る
べ
き
。

春
の
卯
月
の
贈
物
、
わ
れ
は
や
、
既
に
尽
し
果
て
、

秋
の
み
の
り
の
え
び
か
づ
ら
葡
萄
も
摘
ま
ず
、
新
麦
の

豊
の
足
穂
も
、
他
し
人
、
刈
り
干
し
に
け
む
、
い
つ
の
間
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
＊

け
ふ
は
照
日
の
映
々
と
青
葉
高
麦
生
ひ
茂
る

大
野
が
上
に
空
高
く
靡
び
か
ひ
浮
ぶ
旗
雲
よ
。
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和
ぎ
た
る
海
を
白
帆
あ
げ
て
、
朱
の
曾
保
船
走
る
ご
と
、

変
化
乏
し
き
青
天
を
す
べ
り
ゆ
く
な
る
白
雲
よ
。

時
な
ら
ず
し
て
、
汝
も
亦
近
づ
く
暴
風
の
先
駆
と
、

み
だ
れ
姿
の
影
黒
み
蹙
め
る
空
を
翔
り
ゆ
か
む
、

嗚
咽
、
大
空
の
馳
使
、
添
は
ゞ
や
、
な
れ
に
わ
が
心
、

心
は
汝
に
通
へ
ど
も
、
世
の
人
た
え
て
汲
む
者
も
な
し
。

　
嗟
嘆
　
　
　
　
　
　
ス
テ
フ
ァ
ン
ヌ
・
マ
ラ
ル
メ
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静
か
な
る
わ
が
妹
、
君
見
れ
ば
、
想
す
ゞ
ろ
ぐ
。

朽
葉
色
に
晩
秋
の
夢
深
き
君
が
額
に
、

天
人
の
瞳
な
す
空
色
の
君
が
ま
な
こ
に
、

憧
る
ゝ
わ
が
胸
は
、
苔
古
り
し
花
苑
の
奥
、

淡
白
き
吹
上
の
水
の
ご
と
、
空
へ
走
り
ぬ
。

そ
の
空
は
時
雨
月
、
清
ら
な
る
色
に
曇
り
て
、

時
節
の
き
は
み
な
き
鬱
憂
は
池
に
映
ろ
ひ

落
葉
の
薄
黄
な
る
憂
悶
を
風
の
散
ら
せ
ば
、

い
ざ
よ
ひ
の
池
水
に
、
い
と
冷
や
き
綾
は
乱
れ
て
、

な
が
な
が
し
梔
子
の
光
さ
す
入
日
た
ゆ
た
ふ
。
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物
象
を
静
観
し
て
、
こ
れ
が
喚
起
し
た
る
幻
想
の
裡
自
か
ら
心
象
の
飛
揚
す

る
時
は
「
歌
」
成
る
。
さ
き
の
「
高
踏
派
」
の
詩
人
は
、
物
の
全
般
を
採
り

て
こ
れ
を
示
し
た
り
。
か
る
が
故
に
、
そ
の
詩
、
幽
妙
を
虧
き
、
人
を
し
て

宛
然
自
か
ら
創
作
す
る
如
き
享
楽
無
か
ら
し
む
。
そ
れ
物
象
を
明
示
す
る
は

詩
興
四
分
の
三
を
没
却
す
る
も
の
な
り
。
読
詩
の
妙
は
漸
々
遅
々
た
る
推
度

の
裡
に
存
す
。
暗
示
は
即
ち
こ
れ
幻
想
に
非
ら
ず
や
。
這
般
幽
玄
の
運
用
を

象
徴
と
名
づ
く
。
一
の
心
状
を
示
さ
む
が
為
、
徐
に
物
象
を
喚
起
し
、
或
は

こ
れ
と
逆
ま
に
、
一
の
物
象
を
採
り
て
、
闡
明
数
番
の
後
、
こ
れ
よ
り
一
の

心
状
を
脱
離
せ
し
む
る
事
こ
れ
な
り
。

ス
テ
フ
ァ
ン
ヌ
・
マ
ラ
ル
メ
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白
楊
　
　
　
　
　
　
テ
オ
ド
ル
・
オ
オ
バ
ネ
ル

落
日
の
光
に
も
ゆ
る

白
楊
の
聳
や
ぐ
並
木
、

谷
隈
に
な
に
か
見
る
、

風
そ
よ
ぐ
梢
よ
り
。

　
故
国
　
　
　
　
　
　
テ
オ
ド
ル
・
オ
オ
バ
ネ
ル
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小
鳥
で
さ
へ
も
巣
は
恋
し
、

ま
し
て
青
空
、
わ
が
国
よ
、

う
ま
れ
の
里
の
波
羅
葦
増
雲
。

　
海
の
あ
な
た
の
　
　
　
テ
オ
ド
ル
・
オ
オ
バ
ネ
ル

海
の
あ
な
た
の
遙
け
き
国
へ

い
つ
も
夢
路
の
波
枕
、

波
の
枕
の
な
く
な
く
ぞ
、
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こ
が
れ
憧
れ
わ
た
る
か
な
、

海
の
あ
な
た
の
遙
け
き
国
へ
。

オ
オ
バ
ネ
ル
は
、
ミ
ス
ト
ラ
ル
、
ル
ウ
マ
ニ
ユ
等
と
相
結
で
、
十
九
世
紀
の

前
半
に
近
代
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
を
文
芸
に
用
ゐ
、
南
欧
の
地
を
風
靡
し
た
る

フ
ェ
リ
イ
ブ
ル
詩
社
の
翹
楚
な
り
。

「
故
国
」
の
訳
に
波
羅
葦
増
雲
と
あ
る
は
、
文
禄
慶
長
年
間
、
葡
萄
牙
語
よ

り
転
じ
て
一
時
、
わ
が
日
本
語
化
し
た
る
基
督
教
法
に
所
謂
天
国
の
意
な
り
。

訳
者

170海潮音



　
解
悟
　
　
　
　
　
　
ア
ル
ト
ゥ
ロ
・
グ
ラ
ア
フ

頼
み
入
り
し
空
な
る
幸
の
一
つ
だ
に
も
、
忠
心
あ
り
て
、

　
　
　
と
ま
れ
る
は
な
し
。

そ
を
も
ふ
と
、
胸
は
ふ
た
ぎ
ぬ
、
悲
に
な
ら
は
ぬ
胸
も

　
　
　
に
が
き
憂
に
。

き
し
か
た
の
犯
の
罪
の
一
つ
だ
に
も
、
懲
の
責
を

　
　
　
の
が
れ
し
は
な
し
。

そ
を
も
ふ
と
、
胸
は
ひ
ら
け
ぬ
、
荒
屋
の
あ
は
れ
の
胸
も

　
　
　
高
き
望
に
。
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篠
懸
　
　
　
　
　
　
ガ
ブ
リ
エ
レ
・
ダ
ン
ヌ
ン
チ
オ

白
波
の
、
潮
騒
の
お
き
つ
貝
な
す

青
緑
し
げ
れ
る
谿
を

ま
さ
か
り
の
真
昼
ぞ
知
す
。

わ
れ
は
昔
の
野
山
の
精
を

ま
な
び
て
、
こ
ゝ
に
宿
か
ら
む
、

あ
ゝ
、
神
寂
び
し
篠
懸
よ
、

な
れ
が
に
ほ
ひ
の
濡
髪
に
。
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海
光
　
　
　
　
　
　
ガ
ブ
リ
エ
レ
・
ダ
ン
ヌ
ン
チ
オ

児
等
よ
、
今
昼
は
真
盛
、
日
こ
ゝ
も
と
に
照
ら
し
ぬ
。

寂
寞
大
海
の
礼
拝
し
て
、

天
津
日
に
捧
ぐ
る
香
は
、

浄
ま
は
る
潮
の
に
ほ
ひ
、

轟
く
波
凝
、
動
が
ぬ
岩
根
、
靡
く
藻
よ
。

黒
金
の
船
の
舳
先
よ
、

岬
代
赭
色
に
、
獅
子
の
蹈
留
れ
る
如
く
、

足
を
延
べ
た
る
こ
ゝ
、
入
海
の
ひ
た
お
も
て
、
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う
ち
ひ
さ
す
都
の
ま
ち
は
、

煩
悶
の
壁
に
悩
め
ど
、

鏡
な
す
白
川
は
蜘
手
に
流
れ
、

風
の
み
ひ
と
り
、
た
ま
さ
ぐ
る
、

洞
穴
口
の
花
の
錦
や
。
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